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平成六年度秋田城跡調査概報

秋 田城跡

秋田市教育委員会
秋田城跡調査事務所



序文

、1/成 6年度の秋田城跡発掘調査は、外郭東門東側隣接地

メの第62次調査と鵜ノ木地区南東部の第63次調査の二ケ所

を対象に実施しました。

調査の結果、第62次調査では外郭東門外の遺構状況とそ

の変遷を明らかにすることができたほか、東北では初めて、

ふ閣でも37枚目の和同開弥銀銭が出土しました。

第63次調査でも全国的に例のない建物跡を伴う古代の水

洗便所跡を検出し、土壌分析で寄生虫卵、多種類の種九、

花粉が発見され、古代の食生活、植生、環境を考える上で

、午な資料を得ることができました。

両調査成果はマスコミにも大々的に取り上げられ、会|玉

的にも注目を受けましたが、秋田城跡の調査研究の上でも

要な意味をもつものと確信しております。

また、発掘調査と並行して本年度から外郭東門及び築地

塀復元事業が文化庁の地域中核史跡等整備特別事業として

スタートしております。平成 9年度には永年の市民の念願

となっておりました秋田城跡の外郭東門、両翼の築地塀、

幅12mの大路の復元が完成する計画となっております。

本年度のこのような貴重な調査成果、順調な環境整備

業の進展は文化庁をはじめとする諸機関、諸先生のご指導、

ご協力の賜物と心から感謝申しあげます。

、1/成 7年3月

秋田市教育委呂ム

教育長石黒俊郎
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例言

l.本報告書の執筆、編集は、西谷隆、松下秀博、伊藤武士があたり、小松正夫、日野久が補佐した。

2.遺物の実測、トレースは、西谷、伊藤の他、補佐員の小松陽子、補助員の鈴木朝子、桑原愛子、

富樫キヨ子があたった。

3.遺構写真は西谷、伊藤、遺物写真は西谷、伊藤、小松陽子があたった。

4. 食物残撞分析及び報告執筆は奈良国立文化財研究所松井章氏、天理大学附属天理参考館金原正

明氏に、また脂肪酸分析は帯広畜産大学中野益男氏にお願いした。

5.和同開弥銀銭、出土鉄淳、鉄鉱の成分分析と報告執筆は秋田大学地域共同研究センター金児紘

征氏、同鉱山学部物質工学科泰松斉氏にお願いした。

6. 出土鉄製品の錆取りについては、東北歴史資料館の協力を得て伊藤が実施した。

7.墨書土器の解説は、秋田大学教育学部熊田亮介氏、東北大学文学部今泉隆雄氏にお願いした。

8.発掘調査では上記の他に、以下の方々、及び関係機関からの指導、助言を得た。記して感謝し

たい。

新野直吉、岡田茂弘、渡辺定夫、進藤秋輝、細見啓三、牛川喜幸、金原正子、中村亮仁、松村

恵司、本中呉、田中哲雄、小林昌二、甘粕健、森浩一、直木孝次郎、中川宏行、佐藤篤、文化

庁記念物課、国立歴史民俗博物館、奈良国立文化財研究所、秋田大学地域共同研究センタ一、

同鉱山学部物質工学科、宮城県教育委員会、東北歴史資料館、多賀城跡調査研究所、秋田県埋

蔵文化財センタ一、秋田大学、東北大学(敬称略 ・順不同)

凡例

遺物

l.土器断面を黒く塗りつぶしたのが須恵器、中世陶器である。

2. 土器の性格の相違は、下記のスクリーントーンで表現した。

黒色処理

~:~t... 漆容器

議瀞 転用硯

3.調整技術、切り離し等の表記は下記の如くである。

0回転ケズリは、ケズリ調整と記載。回転以外の調整はそのつど別記。

0ロクロ等広い意味の回転を利用したカキ目調整は、ロクロ利用のカキ目調整と記載。

0切り離し、粘土紐、タタキ痕跡等、成形時痕跡の消滅を目的としない軽度な器面調整痕跡は、

軽い撫で調整と記載。

0実測図、写真図版の縮尺は、特記のあるもの以外はすべて 1/3である。



A

V
l
 

仁コ 平成5年度までの階地

盤警平成6年 度 蜘 地

秋田市教育委員会



I調査の計画

平成 6年度の秋田城跡発掘調査は、第62次、第63次を実施した。

発掘調査事業費は総事業費(本体額)1， 500万円のうち、国庫補助額750万円 (50%)、県費補助額375

万円 (25%)、市費負担額375万円 (25%)となっている。

調査計画は下記表 lのように立案した。

表 1 発掘調査計画

調査次数 調査地区 発掘面積m2(坪) 調査予定期間

第62次 鵜ノ木地区北部 1， 000m2 (303) 4月11日一 7月29日

第63次 鵜ノ木地区南東部 1， 000m2 (303) 8月 1日一10月31日

計 2， 000m2 (606) 

、ο成 6年度は秋田城跡第五次 5ヶ年計画の 3年度にあたり、前年度に引き続き鵜ノ木地区を調査

対象としている。各次数の調査目的と成果の概要は以下のようになる。

第62次調査は、鵜ノ木地区北部、高野地区南西部、第54次調査地の東側隣接地を対象とした。第54

次調査地では外郭東門を検出しており、外郭東門から郭外に伸びる道路遺構の検出と 、外郭東門東

側周辺の利用状況を把握することを目的として実施した。

調査の結果、竪穴住居跡11軒、柱列 5列、溝跡、土旗、道路状遺構等、また第39次調査等で確認

されていた古代の沼沢跡北縁部を検出し、外郭東門東側郭外の遺構の性格や利用状況を知ることが

できた。

第63次調査は、鵜ノ木地区南東部、第61次調査地の北側隣接地を対象とした。前年度にヲ|き続き

同地区東側の遺構の広がりを追及し、同地区遺構群の性格、変遷を究明することを目的として実施

した。

調査の結果、古代の沼地跡およびその岸辺から掘立柱建物跡 1棟とこの建物に伴う便所遺構が検

出された。本調査は遺構確認とその一部を掘り下げた状態で終了し、来年度に継続して発掘調査を

実施することとなった。

10月1日に第62次調査の現地説明会を開催し、 100名の参加者を得た。

平成 6年度の発掘調査実施状況は下記表 2のようになっている。

-1ー



表 2 発掘調査実施状況

調査次数 調査地区 発掘面積m2(坪) 調査実施期間

鵜ノ木地区北部 ・高
第62次 1， 700m2 (515) 4月11日-9月2日

野地区南西部

第63次 鵜ノ木地区南東部 450m2 (136) 9月5日-10月24日

計 2， 150m2 (651) 

E 第 62次 調 査

1 )調査経過

第62次調査は鵜ノ木地区北部及び高野地区南西部を対象に、平成 6年4月11日から 9月2日まで

秋史NO.2 ，¥ 
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第2図 第62次調査周辺地形図
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形は、全体的に東側に緩やかに傾斜していく比較的平坦な畑地及び旧宅地となっているが、北側は

?'t:素沼への傾斜面、南側は古代の沼沢跡(第39次調査検出 SG463沼沢跡)への傾斜面とな っている。

また、調査地の中央を東西に市道が走っており、調査地は北側調査区と南側調査区に分けられてい

る。

調査は外郭東門から郭外に伸びる道路遺構の検出と 、外郭東門東側周辺の利用状況を把握するこ

とを目的として実施した。

まず、市道の南側調査区の西側 より表土除去作業を開始した。 は現表土と旧耕作土からなり、

南の沼沢跡側への傾斜に従いやや厚くなっていた。表土下は、北側は地山飛砂層に近い明黄褐色砂

副面、沼寄りの南側は最上層の包含層と考えられる黄褐色砂層となっており、その下には傾斜に沿っ

て包含層が重複していると考えられた (4月11日-4月21日)。

表土除去後精査を行ったところ、 SD1337を検出した。また南側調査区西辺付近で、南北方向に

灰黄褐色砂質土が固く版築状に叩きしめられたようになっている部分を検出した。道路状遺構とな

る可能性が考えられSX1350とした。切り合いの関係において SD1337はSX1350より新しいこと

が判明した (4月22日一 4月27日)。

さらに東側に表土を除去していったところ、畑地の土手部分の旧耕作土より和同開弥銀銭が 1枚

出土した(5月9日)。和同開弥銀銭については東北では初の出土例であり、 5月18日に記者発表を

-9-



行い注目を集めた。

表土除去は、市道南側調査区の西側約113、E324ライン付近まででいったん終了し、沼沢跡側の

傾斜面に包含層が重複 している部分及び周辺の精査を行うこととした。市道寄り の地山飛砂層面で

カマドを伴う S1 1321を検出した (5月10日-5月17日)。

包含層の堆積状況を観察したところ10層前後に大別される堆積が認められた。上層より層ごとに

精査しながら除去していくこととした。傾斜面でもあり遺構の検出はなかったが、 土器を主として

多量の遺物が出土 した。第11層とした焼土 ・炭化物混じりの暗褐色砂層とその直上層からは鉄鍛が

多数出土 し、なかには10本前後が一括して出土したものもあった。包含層の堆積は南西側に移行す

るに従い厚 くな り、深い所で 2m前後となったo 包含層を最終的に除去した段階では、南側の沼沢

跡地寄りに変色 した灰白色砂やスクモ層の堆積が検出され、古代の沼沢跡の北岸の一部が確認され

た。また調査地南側の包含層の掘り下げや土層断面図作成と並行して、北側では平面実測及び各遺

構の写真撮影も行った(5月18日-6月16日)。

6月23日には西側調査地の地山飛砂層面検出段階で、の全景写真撮影を行った。

表土除去作業を再開し調査地を E324ラインの東側へ拡張していった。畑地の耕作土である表土

の厚さ は30cm前後で、その直下は地山飛砂層面となっていた (6月17日一 7月4日)。

表土除去後全域の精査を行い、中央南側で S1 1321、S1 1322、S1 1323及びこれらの住居跡よ

り切 り合い関係で新しい東西方向の柱列SA1334を検出した。中央北側では同じく東西方向の柱列

S A1332、SA1333を検出した。また西側では SD1337の延長部分とそれに平行する SD1338を検

出した (7月5日一 7月11日)。

7月11日には西側調査地の航空写真撮影を行った。

代の沼地に近い南西側を精査 したところ、西側調査地と同じく沼沢跡側の傾斜面に沿って包含

層が重複 している部分を検出した。また、地山飛砂層から包含層堆積部分にかけて SK1348を検出

した。包含層を層ごとに精査 し除去 していったところ、第11層とした暗褐色砂層面で小土墳SK1349 

を検出した。その埋土からは鉄鍛が6本一括出土 した。調査地東辺付近には大規模な落ち込みが検

出されたが、近現代の撹乱であることが判明した (7月12日-7月18日)。

市道南側調査区東側調査地の地山飛砂層面検出段階の平面実測及び写真撮影を行った(7月19

-7月22日)。

市道南側調査区の調査を終え、市道北側調査区に移行し、調査区西側より表土除去作業を行って

いった。調査地は旧宅地であり、表土はその宅地造成土とそれ以前の段階の旧耕作土よりなってい

た。表土は厚さ40cmから80cmであり 表土直下は北側の一部で褐色砂の包含層、それ以外は地山飛砂

面となっていた (7月25日-8月10日)。

表土除去後全域の精査を行い、調査区西側の地山飛砂層面でS1 1325と、切 り合い関係において

それよ り新 しい SD1345を検出した。また、その北側の褐色砂層面で S1 1326とSA1335、SA1336 
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を検出した。調査区中央北辺付近では、地山飛砂層面で S11327を検出した。調査区東側を精査し

たところ、地山飛砂層面で複雑に切り合い交錯する SD1339-S D1344溝跡群を検出した (8月11

-8月23日)。

この段階で、の平面実測及び写真撮影を行ったD

写真撮影終了後、 SI 1326周辺の褐色砂層の堆積状況を確認するため、 トレンチを設定し調査し

た。また、調査区北東部SD1339北側に検出された、固くしまった褐色砂層を精査追及していくこ

ととした。この土層は調査区東壁の観察から、隣接地の第 7次調査において SD1339の延長上のツ

キ固め遺構とされたものとの関連性が考えられた。褐色砂層を精査し、除去したところ、直下より

S 11328、SI 1329を検出した (9月2日)。

S 11328、S11329は住居跡の大半が調査区外となっているため、調査区北東部の北側への拡張、

追及が必要と判断された。これ以降、北東拡張部については補足調査として対応していくこととし、

調査の主体を第63次調査地に移すこととした。

調査区を拡張し精査した結果、新たに S11330とSI 1328に重複し、カマドを伴う S11331を検

出した。また S11328北辺部分に SD1346、SI 1331西辺部分に SD 1347を各々検出した (9月8

-9月20日)。

調査区北東拡張部分の平面実測及びS11331カマドの精査実測を行った(9月21日-9月29日)。

10月1日には現地説明会を開催し、 100名の参加者を得た。

10月3日には全域の航空写真撮影、 10月11日には調査区北東拡張部分の写真撮影を行い、補足調

査を終了した。

2 )検出遺構と出土遺物

S I 1321竪穴住居跡(第 6・7図 ・図版4・9) 

南側調査区中央西寄り地山飛砂層面で検出された。平面形は東西4.0mx南北3.5mの東西に長い

長方形を呈し、短軸方向は北で約 7度東に偏している。カマドは東壁北寄りに砂混じりの粘土で構

築され、遺存状況は良好である。煙道部は壁外にわずかな傾斜を持ち、1.5mほどのびる。燃焼部

には赤褐色土器杯、斐破片が検出された。袖部には赤褐色土器斐の破片が補強材として用いられて

いる。住居壁高は53cmを計る。

S I 1321出土遺物(第 8図 ・図版22)

3、9はカマド、他は埋土出土である。

赤褐色土器(1-9):1-8はいずれも糸切り無調整の杯で、 7は体部外面に「田中」の墨書が

ある。 9は体部外面上半はロクロ撫で、下半は斜め方向のケズリ調整の翌きである。

鉄製品(10・11):10は万の切先部分で、ある。11は万子の茎部分である。木質部がわずかに残る。

石製品 (12-14):いず、れも砥石である。13は図面使用。12は下面の一面を使用し、くびれ部を加
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工しており、提砥石と考えられる。14は一面使用のものである。

S I 1322竪穴住居跡(第 9図・図版 5) 

南側調査区中央東寄り地山飛砂層面で検出された。平面形は東西4.0mx南北2.7mの東西に長い

長方形を呈し、短軸方向は北で約22度東に偏している。カマドは検出されない。住居壁高は22cmを

計る。
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第12図 S 1 1323カマド

S I 1322出土遺物 (第10U、

O図版22)

赤褐色土器 (1・2):埋土

出土で、糸切り無調整の杯で

ある。

S I 1323竪穴住居跡 (第11・

12図 ・図版 5・9) 

南側調査区の東側、地山飛

砂層面で検出さ れた。平面形

は東西3.4mx南北3.9mの南

北に長い長方形を呈 し、長軸

方向は北で約11度東に偏して

いる。カマドは東壁北寄り に

構築されているが、袖部、煙

道部は削平されている。;燃焼
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部にはフイゴ羽口と赤褐色土器杯が組み合わされ、支脚として利用されていた。住居壁高は18cmを

計る。

S I 1323出土遺物(第13図・図版23)

2、8はカマド支脚、 3、4、5、7はカマド周辺、他は埋土出土である。

土師器(1 ):糸切り無調整で内面黒色処理の域である。

赤褐色土器(2-7):2-4はいずれも糸切り無調整の杯である。 2はカマド支脚に転用されて

いる。 5は外面は縦方向のカキ目調整、内面が横方向のカキ目調整を施す。6は外面に横方向の細
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に偏している。四隅には柱掘

り方を伴う 。カマドは検出さ

れない。中央部に炭化物集中

面がある。住居壁高は40cmを

計る。

S I 1326出土遺物 (第 18~ . 

州版24)

1 ~ 3はいずれも埋土出

である。

須恵器 ( 1~3 ) : 1、2は

ヘラ切り後ていねいな撫で調

整を施す杯である。 3は切り

離しは不明で、あるが、 肩部に

ケズリ調整を施す。
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北側調査区中央、地山飛砂 第191ρ

層面で検出された。平面形は北側が調杏灰

外のため不明であるが、現状で東西4.2m

×南北2.2m以上の方形を呈する。東壁は

北で約13度東に偏している。壁 と西壁の

に柱掘り方が伴う 。カマドは検出されな

い。住居壁高は38cmを計る。

S I 1327出土遺物(第20図 ・図版24)

いずれも埋土出土である。

須恵器(1) :ヘラ切り撫で調整の杯であ

る。
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S I 1328竪穴住居跡(第21図 ・図版 7)

面で検出された。平面形は S1 1331に北壁が削平されており不明で

する。東壁は北で約 1度東に偏している。4.7mx南北2.4m以上の方形を
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跡出土造物S 1 1329竪穴住第24図

壁高は30cmされない。住に柱掘り方を伴う 。カマドは検東壁

これより古い。S D1339と重複し、を計る。 S1 1331、
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埋土からの出

1. I~I版 8 ) 
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面で検出された。平面形は
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S 1 1331カマドに幅東に偏している。壁苗

20cmの周溝が巡り、南西隅に柱掘り方を伴う 。カマドは検出されない。住居壁高は58cmを計る。 S

-21-

し、。

S I 1329出土遺物(第24図 ・図版24)

これより1 1330と重複 し、



1 (6ー 095) 2(6-096) 

¥ r 
3(6-097) 

4( 6-098) 。(， )間
o 1:3 10cm 

7(6-101) 

4が床面出土、他は埋土出土である。

赤褐色土器(1-4):1-3は糸切り

無調整の杯である。4は内外面ともロク

ロ撫で調整を施す整である。

鉄製品(5・6):欠損が見られ、用途

は不明である。

S I 1330竪穴住居跡(第23図 ・図版 8) 

北側調査区東側、地山飛砂層面で検出

された。平面形は北 ・東側が調査区外の

ため不明であるが、現状では東西2.5m

以上×南北3.0m以上の方形を呈する。

西壁は北で約 3度西に偏している。カマ

ドは検出きれない。住居壁高は40cmを計

る。S1 1329、S1 1331と重複し、 S1 

1329より新しく、 S1 1331より 古い。

S I 1330出土遺物(第25図 ・図版24)

赤褐色土器(1) :埋土出土で、糸切 り

で底部の立上がり部にケズリ調整のある

杯である。 第27凶 S 1 1331蛍火住出制;出土巡物 0 1 : 5 10c~ 

-22-
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S I 1331竪穴住居跡(第21・26図 ・図版 8・10)

北側調査区東側、地山飛砂層面で検出された。平面形

. ・. . 
・.・.・. . 
.・・.・

a ・牟・ー.'.-' -
t"，'.-.・
'. '.二，

'.'一'.一'.. . ・・.・・.

は北側が調査区外のため不明であるが、現状では東西3.0

mx南北2.3m以上の方形を呈する。東壁は北で約11度

東に偏している。カマドは東壁南寄りに砂混じりの粘土

で構築されている。住居壁高は38cmを計る。SI 1328、

S S 11328、S D1347と重複し、S D1346、S 11330、

S D1347より古い。S D1346より新しく、11330、

S I 1331出土遺物(第27図・図版24・25)

2 4はカマド前床面、3、9はカマド袖補強材、8、

は床面で他は埋土出土である。

2は糸切り撫で須恵器(1・2): 1は糸切り無調整、

調整の杯である。

4は体部土師器(3・4): 3は内外面とも撫で調整、

調整、内面に横位と会判立のカキ外面に縦方向のカキ

調整の施された饗である。

端にケズリ調整を施赤褐色土器(5) :糸切り、体部

がある。灯明皿に使用したと考す。底部にrxヵ」のー

えられる。

瓦(8・9):カマド袖補強材として使用された丸瓦で

が残る。

鉄製品 (6) :用途不明の製品である。

石器(7) : 山製の石匙である。

ある。内面には布

S A 1332柱列(第28図・図版11・12)

6基面で検出された。南側調査区中央部、地山飛砂

。;の掘り方よ りなる東西方向の柱列で、東側は耕作による

~m 1 100 削平に より浅くなっている。方位は西で約11度北へ振れ

形で深さは20cm-50cmである。柱痕跡は認められない。

円ペ

u
q
L
 

A 1332柱列第28図る。柱間間隔は東側より 3.4m+2.5m +3.4m +3.0m + 

2.5mである。柱掘り方は直径30cm-40cmの
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S A 1333柱列(第29図 ・図版11・12)

南側調査区中央部、地山飛砂層面で検出された。 5基の掘り方

よりなる東西方向の柱列で、耕作による削平で浅くなっている。

方位は西で約 3度北へ振れる。柱間間隔は東側より 3.4m+2.0m

+2.8m+2.4mである。柱掘り方は直径30cm-45cmの円形で、深さ

は15cm-30cmである。柱痕跡、は認められない。

S A 1334柱列(第30図 ・図版13)

側調査区中央部、地山飛砂層面で検出された。7基の掘り方

よりなる東西方向の柱列である。

方位は西で約 4度北へ振れる。柱間間隔は東側より 2.0m+1.4m

+ 1.4m +2.4m +2.5m +2.4mである。柱掘り方は直径35cm-

50cmの円形で深さは20cm-50cmである。柱痕跡は認められない。

S 1 1323、S1 1324と重複し、これらより新しい。

S A 1335柱列(第31図 ・図版14)

北側調査区西部、褐色砂包含層面と地山飛砂層面で検出された。

3基の掘り方よりなる南北方向の柱列である。方位は北で約27度

東へ振れる。柱間間隔は北側より 2.3m十2.7mである。柱掘り方

は直径40cm-60cmの円形で深さは20cm-30cmで、ある。柱痕跡は認

められない。S1 1325、SA1336と重複し、 S1 1325より新しく

第29図 S A 1333柱列 S A1336より古し ¥0

S A 1336柱列(第31図 ・図版14)

北側調査区西部、褐色砂包含層面で検出された。3基の掘り方よりなる東西方向の柱列である。

方位は西で約10度北へ振れる。柱間間隔は東側より 2.0m+1.7mである。柱掘り方は直径50cm-60cm 

の円形で深さは60cmである。柱痕跡は認められない。SA1335と重複し、これより新しい。

S 01337溝跡(第 3図 ・図版15)

南側調査区中央から西側の地山飛砂層面及び黄褐色砂層面で検出された。SA1332の西辺付近か

ら東西方向へ約34m直進し、そこで南へ曲がる幅40cm-90cm、深さ17cm-43cmの溝跡である。東西

方向に走る溝の方向は西で約 9度南へ振れる。一方、南北方向へ走る溝の方向は南で、約16度西へ振

れる。屈曲部周辺から南側では二条の構造となっているが、新旧関係については不明である。SX

1350と重複し、これより新しい。

組
処つ白
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第31図

S A 1335・1336柱列

1 : 100 .m 

S 01338溝跡(第 3図 ・図版15)

南側調査区中央部、地山飛砂層面で検出された。幅30cm~50cm 、

深さ20cm~25cmの東西方向の溝跡で、ある 。 溝の方向は西で約29度南

へ振れる。

.m 
S 01339溝跡(第 3図 ・図版16)

北側調査区東側、地山飛砂層面で検出された。東西方向に走 り、

第30図 S A 1334柱列 S 1 1328南西コーナ一部で北西方向に屈曲する幅80cm~ 1 m、深さ

45cm ~70cmの V字状の溝である 。 東西方向に走る溝の方向は西で約 1 度南へ振れる 。 一方、北西方

向の走る溝の方向は北で約32度西へ振れる。第7次調査検出の北側の東西方向に走る V字状の溝と

しい。

連続すると考えられる。S1 1328、SD1340と重複し、これらより新

om仰
MS 01340溝跡(第 3図 ・図版16)

北側調査区東側、地山飛砂層面で検出された。南北方向に走る幅1.2
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第33図
S K 1348土壌

回

第34図 S K 1348土積出土造物
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回 A' m ~ 1. 6 m 、 深さ 30cm の溝跡である 。 溝の方向は北

39m20-

Tこーーコェコグ
で約32度西へ振れる。SD1339、SD 1341と重複し、

S D1339より 古 く、 SD 1341より新しい。

S 01340出土遺物(第32図 ・図版25)

鉄製品(1) :用途不明の製品である。

。 1 : 60 2m 

S 01341溝跡(第 3図 ・図版16)

北側調査区東側、地山飛砂層面で検出された。東西方向に走る幅35cm~40cm 、深さ 24cmの溝跡で、

ある。溝の方向は西で約 9度南へ振れる。SD1340と重複し、これより古い。

S 01342溝跡(第 3図 ・図版16)

北側調査区東側、地山飛砂層面で検出された。東西方向へ4.5m直進し、そこで、北西へ曲がる。

幅35cm~50cm、深さ 27cm の溝跡である 。 東西方向へ定る溝の方向は西で約 7 度北へ振れ、南北方向

へ走る方向は北で約24度西へ振れている。SD1343と重複し、これよ り新しい。

S 01343溝跡(第 3図)

北側調査区東側、地山飛砂層面で検出された。東西方向に走る幅50cm、深さ30cmの溝跡である。

溝の方向は西で約28度南へ振れている。SD1342、SD1344と重複し、SD1342より古 く、 SD1344 

より新しい。

S 01344溝跡(第 3図)

北側調査区東側、地山飛砂層面で検出 された。南北方向に走る幅40cm~60cm、深さ 27cm の溝跡で

ある。溝の方向は北で約21度西へ振れている。SD1343と重複し、これよ り古い。

S 01345溝跡(第 3図 ・第15図)

北側調査区西側、地山飛砂層面で検出された。東西方向に走る幅20cm~30cm、深さ 10cm の溝跡で
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第36図 S K 1349土壌出土造物

ある。溝の方向は西で、約11度北へ振れている。S1 1325と重複し、これより古い。

S 01346溝跡(第 3図 ・第21図)

北側調査区東側、地山飛砂層面で検出された。東西方向に走る幅40cm、深さ28cmの溝跡である。

溝の方向は西で、約16度北へ振れる。S1 1331と重複 し、これより古い。

S 01347溝跡(第 3図 ・第21図)

北側調査区東側、地山飛砂層面で検出された。南北方向に走る幅50cm、深さ24cmの溝跡である。

溝の方向は北で約 7度西へ振れる。S1 1331と重複し、これより新しい。

S K 1348土墳(第33図)

南調査区中央南側の斜面で地山飛砂層面から第11層暗褐色砂 ・焼土 ・炭化物層面にかけて検出さ

れた。東西2.0mx南北2.7m、深さ25cmの不整方形の土墳である。

S K 1348出土遺物(第34図 ・図版25)

赤褐色土器(1) :糸切り無調整の杯である。底部外面に「十ヵ」の墨書がある。

S K 1349土墳(第35図・図版18)

南調査区中央南側の斜面で第11層暗褐色砂 ・焼土 ・炭化物層面から検出された。長径40cmx短径

30cm、深さ20cm以上の楕円形の土壌である。埋土上部より鉄鉱が一括出土した。

S K 1349出土遺物(第36図・図版26)

鉄鎌(1-6):1、4は頭部が三角形の完形の鉄鍛である。2-3、5-6は頭部が扇平な鉄鉱で、

6のみ茎部が欠損し、他は完形である。

-27-
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S X 1350ツキ固め遺構(第 3図 ・図版17)

南調査区西辺付近の旧耕作土及び第 3層黄褐色砂層を除去し

て検出した。 幅1. 5m~3 . 0mの固くしまったにぶい黄褐色砂質

土層面が南北方向に約17m、東西方向にも約 3mにわたり検

されている。構築に伴うと考えられるにぶい黄褐色砂質土層は

極めて固くしまっており 、層位としては第11層と第13層間の堆

積と考えられる。砂に粘土を混ぜツキ固めたと考えられ、表面

を削るとo.5cm ~ 1 cmの厚さの板状になって剥離し、断面にも

薄く細かい堆積が積み重なる状況が観察される。道路状遺構の

!: 3 ブア 可能性が考えられる。SD1337と重複し、これより古い。
第37図

X 1350ツキ固め遺構出土造物 S X 1350出土遺物(第37図 ・図版26)

赤褐色土器(1・2): 1は糸切り無調整の杯である。 2は蓋形土器でリング状の紐がつく 。紐の

内側中央に「長J の墨書がある。 1と2は重なり合う状態で遺構上面の窪みより出土した。

3 )基本層序及び各層出土遺物

基本層序

第62次調査地では、市道南側調査区の南西側、古代の沼沢地跡に面する傾斜面において多数の

の重複がみられた。南西側傾斜面の層堆積を基準にして、市道南側調査区の層位についてまとめる

と以下のようになる(第 5図、図版17)。

第 1層 表土 ・耕作土 :調査前までの畑地。

第2層 旧耕作土 :近世以降の陶磁器出土。調査地北側と東側では直下が地山飛砂層となる。

第3層 黄褐色砂層 :調査区北西側の旧耕作土直下に部分的に認められる。南西側斜面の堆積，百

との層位関係は不明である。

第4層 暗褐色砂層 :南西側斜面最上層の古代の遺物包含層。窪地状となる斜面中央付近にのみ

部分的に認められる。

第5層 明褐色粘土 ・黄褐色砂層 :第4層と同様、窪地状となる斜面中央付近にのみ部分的に認

められる。

第6層 暗褐色砂層 :暗褐色砂が主体だが、焼土 ・炭化物も多量に混入する。斜面中央付近に堆

積する。

第7層 黄褐色砂層 :斜面中央から東側にかけて部分的に堆積する。

第8層 にぶい黄褐色砂層 :南西側斜面全体に広範囲に認められる土層。南西側では特に厚く堆

積し、細分される可能性を持つ。南西側から中央付近にかけての直下が第11層となる。

第9層 暗褐色砂 ・にぶい黄褐色砂層 :斜面東側に堆積する。焼土 ・炭化物の混入が多く 、本来

。。
つム



は第11層と同一の層と考えられる。

第10層 明黄褐色砂層:斜面東側に部分的に認められる薄い土層で、第 9層と第11層間に堆積し

ている。

第11層 暗褐色砂 ・焼土 ・炭化物層 :南西側斜面全体に広範囲に認められる、焼土 ・炭化物が多

自に混入する土層。赤褐色土器も多量に包含し、多数の鉄鍛が出土している。

第12層 にぶい黄褐色砂質土層 :調査地西辺に検出されたツキ固め遺構構築に伴う土層。極めて

くしまり、土層断面には薄い堆積が細かく積み重なる状況が観察される。

第13層 |培褐色砂 ・黄褐色砂層 :南西側斜面全体に広範囲に認められる土唱 0

第14層 黄褐色砂層:斜面西側に堆積する。

第15層 暗褐色砂 ・黄褐色砂 ・明黄褐色砂層 :南西側斜面最下層の遺物包含層となる。斜面西側

では暗褐色砂 ・黄褐色砂が主体、斜面東側では黄褐色砂 ・明黄褐色砂層が主体となって .

堆積する。堆積は厚くはないが細分される可能性を持つ。

地山飛砂層 地山の浅黄褐色砂及び明黄褐色砂の飛砂層である。市道南側調査区の北側及び東側

では、耕作等による削平により、旧耕作土直下が地山飛砂層面となる。

市道北側調査区の層位については以下のようになる。

第1層 表土 ・宅地造成土:I自宅地造成時の造成土。

第2層 旧耕作土:宅地前に畑地として利用。近現代の陶磁器出土。調査区北側の一部を除き直

が地山飛砂層面となる。

第3層 褐色砂層:調査区北側に部分的に堆積する。赤褐色土器片が出土しており古代の堆積，百

と考えられる。

各層出土遺物

O表土、耕作土、旧耕作土出土遺物 (第38・39図、図版18・26・27)

須恵器(1・2): 1はヘラ切り無調整、 2は回転糸切り撫で調整を施した杯である。 1は底部外

面に「下ヵ」、 2は体部外面に「麿」か「暦」と考えられる墨書がある。また、 1の底部内面は硯

に転用されている。

土師器(3) :内面黒色処理の台付杯である。糸切り後台周縁に撫で調整を施している。底部外面

に墨書があるが、判読不能である。

赤褐色土器(4 -20) : 4 -15は糸切り無調整の杯、 16-20は切離し不明の杯である。5、6、9、

11-16は底部外面に、 10、17-20は体部外面に墨書がある。 6は「勢力J、17は「今J、18は「大」

と判読できるが、他は不明である。

鉄製品(21-23):いずれも鉄鍛である。刃部が欠損している。

銭貨(1) : 守口同開弥」銀銭である。計測値は以下のとおりである。
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1 : 3 10cm 

-縁外径(文字に対して上下の直径と左右の直径を 2等分した数値)=23. 85mm 

.縁内径(文字面の上下径と左右径を 2等分した数値)= 18. 75mm 

-郭外径(方孔縁の上下長と左右長を 2等分した数値)=6. 95mm 

.穿径(方孔内の上下長と左右長を 2等分した数値)=5. 5mm 

・縁厚(外縁の上下左右 4ケ所での厚さの平均値)=1. 98mm 
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-重量=6.245g 

※数値は国立歴史民俗博物館 ・皇朝銭計測データ

表の計測方法による

0第3層黄褐色砂層出土遺物(第40図、図版27)

須恵器(1) : 1はヘラ切り無調整の杯である。底部外

面に墨書があり、「十ヵ」と判読できる。

第39図 表採・表土・旧耕作土出土遺物 赤褐色土器(2-4):2は糸切り無調整の杯、 3、4

1(6-137) 

。 1 : 1 5 cm 

どさ-
第40図 第3層出土遺物

は底部外面に

は切り離し不明の杯である。 2

3、4は体部外

面に墨書があ り、2は「集」と

判読できるが他は不明である。

鉄製品(5) :茎の端部が欠損

した鉄鍛である。

5( 6_:_ 142) 
1 : 3 10cm 

0第 4層暗褐色砂層出土遺物
。

(第41図、図版27・28)

土師器(1) : 1は外面にカキ目調整を施す小型の斐である。底部に木葉痕跡がみられる。内外面

に煤状炭化物が付着 している。

赤褐色土器(2-4):いずれも糸切り無調整の杯である。 3、4の底部は柱状高台である。

0第5層明褐色粘土、黄褐色砂層出土遺物(第42図、図版28)

赤褐色土器(1-3):1は糸切り無調整の皿である。 2は切り離し不明、3は糸切り無調整の杯

トー←/マ
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第41図第 4層出土遺物
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。 1 : 3 10cm 



プ
である。 3の底部外面にはー

があるが、判読不能である。

鉄製品(4) :用途不明の製

~d ;?;!p 

¥ 九(-153) 増益
2(6-152) 

品である。

0第6層暗褐色砂層出土遺物

(第43図、図版28)

赤褐色土器(1 -10) : 1、

2は糸切り無調整の皿である。 2の内外面には煤状炭化物が付着している。 3-9はいずれも糸切

1 : 3 10cm 

り無調整、 10は切り離し不明の杯である。6の底部と体部、 7、9の底部、 10の体部に墨書があり、

6の底部は「口大何」と判読できるが、 6、10の体部、 7、9の底部は判読不能である。

鉄製品(11・12): 11は鉄釘、 12は用途不明の製品である。

石製品(13):四面使用の提砥石である。

0第8層にぶい黄褐色砂層出土遺物(第44・45図、図版28-30)

須恵器(1・2): 1はヘラ切り無調整の杯である。 2はタタキに よる成形後カキ目調整を施した

短頚壷である。

~ :、百号〆1(6-155) 
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ペニー199)r (… ) 第45図 第8 出土遺物②

土師器(3・4): 3は糸切り後、台周縁から底部に撫で調整のある内面黒色処理の杯、 4は切り

離し不明の杯である。 3の底部、 4の体部にー のすあり、いずれも判読不能である。

赤褐色土器(5-23) : 5 -7は糸切り無調整の血である。8-17、19、20は糸切り無調整、 22、23

は切り離し不明の杯である。22、23の体部に a "があるが、いずれも判読不能である。18は外面下

山に縦方向の手持ちケズリ調整、内面の頚部から体部下半にかけては横方向、底部には放射状また

は横方向のカキ 調整を施した護、 21は糸切り無調整の斐である。いずれも体部内外面に煤状炭化

物が付 している。

鉄製品(24-35): 24-32は鉄鉱である。24、25は完形で頭部が扇平なもので、 27、28、30、31は

支部が欠損、 26、29は茎、刃部が欠損している。27、28は頭部が三角形を している。33は鉄釘、 34

は刀 で刃部が欠損している。35は用途不明の製品である。

0第9層暗褐色砂・にぶい黄褐色砂層出土遺物(第46也、 州版30)

須恵器(1・2): 1は糸切り無調整、 2はヘラ切り無調整の杯である。いずれも底部に町、 があ

り、 2は 「厨」で、 1は判読不能である。

赤褐色土器(3-5):3、4は糸切り無調整、 5は切り離し不明の杯である。 3、4は底部に、

5は体部に墨書があり、 3は「長」、 5は「吉ヵ」、 4は判読不能である。
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〈二〉 第46図第 9層出土遺物

鉄製品(6) :完形の鉄鉱であるが、錆化が著しい。

石器(7) :無茎の石鍛で、頁岩製である。

0第10層明黄褐色砂層出土遺物(第47図、図版18・31)

赤褐色土器(1) :糸切り無調整の杯である。内面及び体部外面の一部に漆状の黒色付着物がみら

れる。

鉄製品 ( 2~8 ) : 2 は小札、鉄鍛、鎚状製品等が幾層にも重なり錆着したもので、 3~8 はこれ

より分離したものである 。 3 、 4 は縫状製品、 5~8 は小札で、 小孔が穿つである 。

0第11層明黄褐色砂層出土遺物(第48~51図 、 図版32~36)

須恵器 ( 1~7 ) : 1は糸切り無調整の杯、 2~ 5はヘラ切りの杯である。 3~ 5はいずれも底部

外面に墨書があり、 6は糸切り後、台周縁に撫で調整を施した台付杯で、内面体部上半から底部に

かけて横方向のミガキが認められる。 7はヘラ切りの台付杯で底部を硯に転用している。 3、4は

判読不能、 5は「十ヵ」で、ある。

土師器(8 ~ 12) : 8 ~ 12は内面黒色処理のある台付皿、杯、台付杯で、 8は切り離し不明、他は

糸切りである。8は台周縁と体部に撫で調整を施した後、底部からの立ち上がりにケズリ調整を施

している。 9、10は台周縁に撫で調整を施している。 9は底部に「十」の墨書がある。11は体部外面

に煤状炭化物が付着する。12は台付け後、台周縁に撫で調整を施している。底部に判読不能の墨

がある。

赤褐色土器 (13~38) : 13 、 14は糸切り無調整の皿である 。 15~36は杯体部破片である 。 34~36 を

除き、他はすべて糸切り無調整の杯である 。 27 、 28、 30~32は底部に、 26 、 29 、 33~36は体部に黒
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第47図 第10層出土造物

がある。26は「口手ヵ」、 27は「官」、 28は判読不能、 30は「寺」、 31は「制力」、 32、33は判読不能、

34はりIIJか「三」か、 35は判読不能、 36は「口貴」である。 29は杯体部に多数の墨書があり、 37

は体部四面に人面の墨書がある。小型斐で体部内外面ともロクロカキ目、口縁部と内面体部上半に

はロクロ撫で調整を施している。38は長胴饗で内面頚部から体部上半にかけて平行のアテ具痕跡が

認められ、口縁部と外面体部上半にかけてロクロ撫で調整を施している。

縄文土器(40・41): 40は口縁部破片で羊歯状文が施される。41は体部破片でLR単節斜縄文の地

文に細い粘土紐を貼り付けた隆帯が平行に施されている。
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~ 第51図第11層出土造物④

75(6-292) 

にJ
77(6-294) 

o 1:3 10cm 

弥生土器(39):高杯形土器体部破片である。RL単節斜縄文の地文に変形工字文が施され、 2個

一対の粘土粒が付く 。

鉄製品 (42~74) : 42~71は鉄鍛である 。 42~50は南西側斜面中央付近より、 51~60は S K1349付

近より集中して出土した。 42~50は完形かほぽ完形で、そのうち44~47はほとんど錆化していない。

また、刃部を砥ぎ出していないことが観察される 。 51~60は52 、 54~56が完形、 51 、 57 、 58が頭部

欠損、 53、 58~60が茎部欠損である 。 その他61~67は完形かほぼ完形、 68、 69は茎部欠損、 70~71

は頭部、茎部欠損である。形態的には、欠損により不明なものを除き 4タイプに大別される。

①頭部が三角形を呈するタイプ(42、51、52、60、65)。

②全体に細身、箆被から頭部まで直線的で頭部が扇平なタイプ (46~48、 56 、 61 、 62、 64 、 66 、 67)0

③全体にやや幅広で直線的、頭部が扇平で先端部が三角形を呈するタイプ(43、44、49、53、68)。

④全体にやや細身、頭部が扇平でやや幅広となってから先端部が三角形を呈するタイプ、箆被の形

態で細分される (45、50、54、55、59、63)。

72~74は万子である 。 72 、 73は万身部が欠損し、 74は万身部のみで茎部が欠損している 。

石製品 (75~77) : 75は長軸、短軸、側面に溝のある石錘である 。 76~77は凝灰岩製の砥石で、 76

は1面に、 77は4面に使用痕がある。
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0第13層暗褐色砂・黄褐色砂層出土遺物(第52図、図版36・37)

須恵器 (1~6) : 1 、 2 はヘラ切り後撫で調整を施した杯である 。 3~5 は台付杯である 。 3 は

ヘラ切り後台周縁に撫で調整を施す。 4、 5はヘラ切り後底部立上り部にケズリ調整を施し、台付

け後周縁に撫で調整を施す。 6は蓋で、ヘラ切り後天井部外面に撫で調整を施す。また、内面を硯

に転用している。 4は底部に「万川、6は体部外面に「友J の墨書がある。
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第53図 第14層出土遺物
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赤褐色土器(7 -13) : 7 -10は糸切り無調整の杯である。11、12は台付杯である。11は糸切り後

ム周縁に撫で調整を施す。12は糸切り後底部立上り部にケズ リ調整を施し、台付け後周縁に撫で調

整を施す。13は長胴斐で、外面体部上半にロクロ撫で調整を施し、内面体部には部分的にロクロカ

キ目調整が認められる。 7は底部に「厨」の墨書がある。

0第14層黄褐色砂層出土遺物(第53図、図版37・38)

須恵器(1-6):1、3、4は糸切り無調整の杯、2はヘラ切り後軽い撫で調整を施す杯である。



5はヘラ切り後、台周縁

に撫で調整を施した台付

杯である。 6は蓋で、天

井部外面にケズリ調整を

施しているため切り離し

は不明である。 3は底部

に「七ヵ」の墨書が、 4

は体部に判読不能の z

がある。

赤褐色土器(7-15): 

7 -10、13は糸切り後、

底部立上り部にケズリ調

1(6-326) 2(6-327) 

a 
3(6-328) 

o 1:3 10cm 

4(6-329) 

第54図第15層出土遺物

整を施した杯、 11、12は糸切 り無調整の小型の杯である。14はヘラ切り無調整の小型斐で、外面体

部上半にロクロカキ目、体部下半にケズリ調整、口縁部と内面体部下半にかけてロクロ撫で調整を

施している。13は体部三面に人間の目と思われる墨書がある。15は小型斐で、体部に判読不能の墨書

がある。

鉄製品 (16-17):16は頭部と茎部が欠損した鉄鍛である。17は不明鉄製品である。

石製品(18):頁岩製の有茎石鍛である。

0第15層暗褐色砂・黄褐色砂・明黄褐色砂層出土遺物(第54図、図版39)

須恵器(1-3):1-3はヘラ切りの杯で、 lはていねいな撫で調整、 2、3は軽い撫で調整を

施す。 2は底部に「固ヵ」の墨書がある。

石製品 (4) :上端の欠損した凝灰岩製の提砥石で、 5面に使用痕がある。
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第 63次調査E 

1 )調査経過

から平成 6年10月24日まで実施した。地区南東部を対象に、平成 6年 9月 5第63次調査は鵜ノ

発掘調査面積は450m2(136坪)である。

ロJ辺か調査地の位置する鵜ノ木地区は、昭和48年以降継続して調査を実施している区域であり 、

if)勝宝五年J の紀年銘のある木簡平六年月」や f(らは規則的配置に基づく掘立柱建物群、「

されている。前年度第61次調査では、掘立柱建物跡、 竪穴跡等、多数の遺構が検を出土した井

墳等が検出されている。住居跡、竪穴状遺構、溝跡、

2段の段差側が)の北側隣接地にあたる。旧畑地でふ次調査は前年度調査地(第61次調

で北及び北東側の湿地(通称雨池)へ傾斜し、低くなる地形である。

第63次調査は、前年度に引き続きこの地域における遺構の広がりを追及し、同地区の遺構群の性
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格、変遷を究明することを目的と

して実施した。

調査区西側より表土及び旧耕作

土除去作業を開始したo 表土及び

旧耕作土は中央部から東側にかけ

ては比較的浅く、 一部ローム面あ

るいは整地層と考えられる黄褐色

粘質土が認められた。一方、中央

から西側では、遺物包含層である

褐色土が認められた。また、これ

らを除去していった北側では沼地

跡と考えられる灰褐色及び黒褐色

粘土の広がりを精査し(9月5

~10月 6 日)、中央部では整地層

及び沼地跡にいたる部分の E405
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付近の南北方向に幅 1mのトレン

チを入れ沼地の影響を受けた古代の最終段階の灰褐色粘土層を掘り下げて、古代の整地に関連する

と考えられる土層を除去、さらに整地以前の沼地の堆積層を検出した。一方、南側の一段高い部分

の褐色土を除去し、掘り方数基が検出された古代の整地と考えられる層の除去作業を南側へ進めて

いった。結果、幅40cm、高さ30cmの空洞部分が現われ、底面には一部腐植しているが、板状の部材

を検出した。この空洞部分は南へ伸び‘ており、木樋状遺構(暗渠)と考えられた。褐色土除去後のロ

ーム層では、多数の掘り方が検出され、東西 3問×南北 2問で南側に 1聞の廟をもっ南面廟の掘立

柱建物であることが判明した。この建物内の北側では東西方向に 3基並んで円形の掘り込みが検出

されたため、沼地方向にむかつて精査を実施した。その結果、古代の整地面から掘り込まれた溝が

検出され、この構内に木樋(暗渠)が設置され、円形掘り込みと組み合うことが判明した (10月12・13

東側の円形掘り込みとそれに伴う暗渠の掘り下げを行うとともに、その土境内土壌のサンプリン

グを行った。

形掘り込みは直径約80cm、深さ80cmで、その底部に幅約45cm、長さ約 6mの木製の樋が取り付

いて暗渠を形成することが判明した (10月 17 日 ~10月 21 日 )。

以上の遺構の詳細な調査については、長期の調査期間が必要と考えられたため、来年度も引き続

き調査を継続することとし、建物跡及び円形掘り込み、暗渠等の写真撮影を行い、機材を撤収し調

査を終了した。
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第56図 第63次調査検出遺構略図

11月14日一16日にかけて奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センタ一発掘技術研究室主任研究出

松井章氏が来跡し、遺構及び堆積土の調査検討及び分析用資料(土壌)採収の指導を仰いだ。その結

果沼地側の掘り込みの堆積土中よ り緯木と考えられる棒や未消化の多種多様な種実、糞等に集まる

比虫の遺体、ハエの踊等が検出され、さらに土壌分析から寄生虫卵が発見されたこと等により、 一

連の遺構が水洗便所であることが判明した。

2) S B 1351便所遺構の概要 (第56図・図版19-21)

調査区中央部、 古代の沼地跡を整地した面と 、後世に削られた地山粘土面が露出している面にま

たがって検出された。検出された便所遺構は掘立柱建物跡と建物に伴う円形の掘り込み、水を流す

ための木樋(暗渠)等からなる。

掘立柱建物跡の規模は東西 3間(2.4m+2.4m +2.4m)、南北 3問(1.8m+ 1.8m +2.1m)で、 南

側の l聞が廟の総柱建物となっている。建物内の北側から直径約80cmの円形の掘 り込みが 3基東西

方向に並んで検出された。東側の 1基を掘 り下げたところ、深さ約80cmで、その底部から北側の沼

地に抜ける幅約45cm、長さ約 6mの木製の樋が取り付いた暗渠が検出された。また暗渠が沼地へ抜

ける付近では沼地が深さ約50cmほど掘り込まれて、 暗渠からの排出物が一旦その掘り込みに溜る構 .

造とな っていることが判明したo

今回は遺構の全容に関して未調査であるため、便所遺構の概要についての報告にとどめた。なお、

然科学的分析については、分析報告を参照されたい。
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N ま と め

第62次調査は、外郭東門から郭外に伸びる道路遺構の検出と外郭東門東側郭外の利用状況把握が

、たる調査目的であったが、道路遺構については削平等により今次調査では未検出に終った。外郭

東門東側郭外の利用状況については、竪穴住居跡11軒、柱列 5列、溝跡、土墳、道路状遺構が検出

された他、古代の沼沢跡 SG463の北岸の一部も確認されている。また、 SG463に面する南側調査

文南西側斜面においては、古代の遺物包含層が多数堆積し、重複している状況も検出されている。

各遺構は、ほとんどが地山飛砂層面検出であるため、検出層位などからの時期区分は困難である

が、遺構に伴う出土遺物や重複関係から、おおよその年代と変遷の把握が可能である。また、南西側

斜面に堆積した各層についても出土遺物から堆積時期について相対的な年代の把握が可能である。

以下、各遺構の年代や調査地の遺構全体の変遷についてまとめてみたい。また、南西側斜面堆積

の堆積時期と周辺の利用状況との関係についてもふれてみたい。

1 )各遺構の年代と変遷について

今次調査では竪穴住居跡が11軒検出されている。調査区内の位置関係については大きく 3つのま

とまりに分けられる。まず、調査区西側に S1 1321が単独に検出されている。調査区中央付近E339

ラインから E360ラインまでの聞には、市道をはさみ南北両側に約15mの間隔をあけ、南側に S1 

1322、S1 1323、S1 1324、北側に S1 1325、S1 1326、S1 1327が検出されている。また調査rx

北東部に S1 1328、S1 1329、S1 1330、S1 1331が集中し、複雑に重複して検出されている。

調査区北東部の住居跡群のうち、 S1 1330、S1 1331からは体部下端にケズリ調整のある赤褐色

土器杯Bが出土している(註 1)。また重複関係において S1 1330より 古い S1 1329埋土からは、口

径に対し底径比がやや大きいタイ プの無調整の赤褐色土器杯Aが出土している。また床面からは頚

部が「く」の字状に外反し、口唇部近くで短く直立する赤褐色土器護が出土している。これらの土

器様相は今次調査西側隣接地の第54次調査第11層から第14層に類似している(註 2)。出土土器から

は、重複関係において最も古い S1 1329と最も新しい S1 1331との聞には、大きな時期差はないと

考えられる。第54次調査第11層から第14層は元慶二年(878)の乱に伴う焼土層の下層、延暦10年(791)

-14年(795)の紀年銘のある木簡出土層の上層に位置し、 9世紀第 1四半期から第 2四半期の年代

に位置付けられている(註 3)。これらのことから調査区北東部の住居跡群は、 9世紀前半のある時

期に建て替えが行われたと考えられる。

調査区中央付近、南北西側の住居跡群については、相互の重複はなく新旧は不明である。S1 1322 

-S 1 1327からは、赤褐色土器杯Bの出土はみられず、 S1 1322、S1 1323、S1 1325からは口径

に対し底径比が小さい無調整の杯Aが出土している。また、 S1 1326、S1 1327からは口径が12cm

前後の小型のヘラ切り撫で調整の須恵器杯が出土している。調査区西側の S1 1321についても赤褐
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色土器杯Bの出土は見られず口径に対し底径比が小さい無調整の杯Aが出土している。これらの土

器様相は第54次調査の第10層以降に類似している。第54次調査第10層は 9世紀第 3四半期前後の年

代に位置付けられている(註 4)。これらのことから調査地中央付近から西側にかけての住居跡群に

ついては 9世紀後半以降の年代が考えられる。

住居跡のうち、カマドを伴うものは S11321、S11323、S11331で、すべて住居東壁に設けら

れているが位置的なまとまりはない。住居の方位については、東壁及び西壁が調査区北東の住居跡

群で S11330を除き約 l度-13度、中央付近から西側の住居跡群では約 6度一26度北で東に振れて

いる。東偏ということではほぼ共通するが、幅が大きく時期により明確な方位規則が存在したとは

考えられないといえる。

柱列としては 5列が検出されている。SA1334、SA1335、SA1336については重複関係におい

て前述の調査区中央両側付近の住居跡群より新しく、 9世紀後半以降の年代が考えられる。SA1332 

とSA1333については出土遺物、 重複関係における時期は不明である。

溝跡については、 SD 1337-S D 1340、SD1345は埋土から赤褐色土器片が出土 しており、 9世

紀以降の古代の遺構となる可能性が考えられるが明確ではない。その中で、 SD 1337はSX1350と、

S D1345はS11325と重複し、各々それより新しいことが、 SD1339はS11328と重複しそれより

新しいことが判明している。その他の講については新旧関係は不明で、ある。

調査区西辺付近検出の SX1350ツキ固め遺構としたものは、道路状遺構となる可能性があり、第54

次調査においてもその南側の延長部分と考えられる遺構が確認されている。その構築に伴う堆私，函

である南西側斜面第12層は後述の堆積時期の検討-において、 9世紀後半前葉の堆積と考えられ、 S

X1350もこれ以降の年代に位置付けられるといえる。

以上の各遺構の年代をもとに、調査区全体の遺構の変遷についてまとめてみると、竪穴住居跡の

年代などから、まず、 9世紀前半に調査区北東部が居住ブロックとして利用され、その後 9世紀後

、k以降とな って、調査区中央より西側、外郭東門により近い地域が居住ブロックとして利用される

ようになったと考えられる。今次調査の段階では外郭東門東側郭外には 8世紀代と考えられる遺構

は検出されておらず、 8世紀代にはこの地区の利用に対し何らかの規制が存在した可能性も考えら

れる。

また、外郭東門から郭外に伸びる道路の存在が推定された付近については、郭内の大路側溝の延

線上の幅12mの範囲内に S11321、SI 1325が存在しており、少なくとも 9世紀後半以降郭外に

伸びる道路の幅は縮小したと考えられる。未検出の道路遺構の確認も含めて、利用及び規制の状況

について、今後の調査でさらに究明していかなくてはならない。

2 )調査区南西側斜面古代遺物包含層の堆積時期について

西側斜面遺物包含層の出土遺物から、各層の堆積時期についてまとめると以下のようになる。

まず、南西側斜面最下層の遺物包含層である第15層からは、ヘラ切り後撫で調整を施し体部上半か
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ら口縁部にかけてやや外反気味となる須恵器杯が出土しており、赤褐色土器の出土はみられない。

また第15層全体の遺物の出土量も上層に比較して少ないことが指摘される。その直上層である第14

からは赤褐色土器が出土するが、杯類としては体部下端にケズリ調整のある赤褐色土器杯Bと、

内外面にていねいな撫で調整を行い、器面が平滑な小型の杯のみが出土している。これは赤褐色土

器の出現期から古い段階にかけての様相と一致すると考えられる。また、須恵器としては糸切り無

調整で器高がやや高く椀に近くなる形態の杯が出土している。

今次調査の出土遺物と層位の関係は、東側隣接地の第54次調査の結果と大きな違いはないと考え

られる。今次調査第15層の土器様相は第54次調査の上層スクモ層に類似しており、第14層はやや幅

を持ち第54次調査の第16層から第11層にかけての土器様相に類似しているといえる。第54次調査上

スクモ層は延暦10年(791)~ 14年(795)の紀年銘のある木簡が出土し、 8世紀第 4四半期に位置付

けられその直上層の第16層から、第11層にかけては 9世紀第 1から第 2四半期に位置付けられてい

る(註 5)。 以上のことから、第15層の堆積時期については 8世紀末、第14層については 9世紀前半

の堆積と考えられる。

南西側斜面堆積の第13層からは赤褐色土器杯Bの出土はみられず、口径に対し底径比がやや大き

い、底径の縮小化があまり進んでいない無調整の杯Aが出土している。

ム次調査で第11層とした土層は焼土 ・炭化物が多量に混入し、赤褐色土器片の他、遺物も多量に

出土した。出土土器としては第11層からは、下層ではみられなかった赤褐色土器皿と土師器高台血

が出土している。これら形態的に灰粕陶器皿の影響を受けたと思われる皿類のうち、赤褐色土器皿

については、第54次調査では、元慶二年(878)の乱に伴う焼土層とした第 7層から出土し、その下

からは出土していない(註 6)。この土器様相の共通点や焼土層であり赤褐色土器片を多量に包含

するという共通点などから、今次調査の第11層についても元慶の乱に伴う焼土層に該当すると考え

られる。その堆積時期については 9世紀後半後葉の堆積が考えられる。

南西側斜面中央から西側で第11層の直上層となっている第 8層については、器高がやや高い形態

的に古いタイプの赤褐色土器皿や底径が縮小し小型化した赤褐色土器杯Aが出土しており、第54次

調査の第 7層と類似する土器様相を示している(註 7)。 このことから、第11層の上層である第10層

から第 8層までは、第11層と堆積した年代にあまりひらきはなく、 9世紀後半後葉以降の短期間に

堆積したと考えられる。第11層及び第10層、第 8層などの直上層からは、鉄鉱、小札といった武器 ・

武具類をはじめとする鉄製品が特に多量に出土しており、元慶の乱との関連性も注目される。

また、第13層と SX1350ツキ固め遺構構築に伴う第12層については、第13層の土器様相と前後の

堆積層の堆積時期から、 9世紀後半前葉の堆積と考えられる。SX1350は道路状遺構となると考え

られ、その構築は 9世紀後半前葉となるが、遺構上面のくぼみから出土した底径の縮小化した赤褐

色土器杯Aと葦の形態はその時期よりも新しく、その後も長期間存在、機能したと考えられる(註 8)。

第8層の直上層である第 6層からは須恵器は出土せず、深みのない浅い形状の小型皿が出土して
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おり、土器様相としては第11層や第 8層よりも新しく、第 6層以降の堆積は10世紀前半以降と考え

たい (註 9)。

以上の ように南側調査区南西側斜面の各堆積層の堆積時期については、最も古い段階で 8世紀末

頃であり、それ以前の年代の遺物は出土しておらず、堆積の主体は 9世紀以降となっている。この

傾向は、 8世紀代には外郭東門東側郭外地域の利用がみられないという 、周辺の遺構変遷の状況と

ほぼ一致するといえる。

註 1:赤褐色土器A.Bの分類については、酸化炎焼成、非内黒、ロクロからの切り離しが回転、

静止糸切りのものを赤褐色土器とし、底部から体部下端付近にケズリ調整を施すものを B、

無調整のものをAとしている。

註 2 a Ii'秋田城跡平成元年度発掘調査概報』秋田市教育委員会 1991年

なお、赤褐色土器斐については、払田柵跡第 7次調査検出の土墳より、 「嘉祥二年J (849)の

木簡および赤褐色土器杯Bと共伴しており、秋田城跡においても第54次調査第15層面検出の

住居跡より赤褐色土器杯Bと共伴し出土 している。

b D"払田柵跡昭和50年度発掘調査概報』秋田県教育委員会 払田柵調査事務所 1975年

c r秋田城跡平成 2年度発掘調査概報』秋田市教育委員会 1992年

註3 a r秋田城跡平成元年度発掘調査概報』秋田市教育委員会 1991年

b r秋田城跡平成 2年度発掘調査概報』秋田市教育委員会 1992年

c小松正夫「秋田城とその周辺地域の土器様相(試案)-第54次調査の木簡 ・漆紙文書伴出

器を中心にして一J r第18回古代城柵官街遺跡、検討会資料J 1992年

d r秋田城跡調査事務所研究紀要H一秋田城出土文字資料集』秋田市教育委員会 1992年

註 4:註 3a・b. cに同じ。

註 5:註 3に同じ。

註 6:註 3a・b. Cに同じ。

註 7:註 3a・b. Cに同じ。

註8:今次調査地南西側斜面の南側は、第39次調査で祭杷関係遺物が集中して出土した SG463北

西岸とな っている。 SG463北西岸の泥炭層から祭杷関係遺物と共伴している土器類の様キ

は、今次調査の第13層から第 8層にかけての土器様相に類似していると考えられる。そのこ

とから SG463北西岸が儀式の場として主に利用されるのは 9世紀後半以降で、 道路状遺構

が構築される南西側斜面の層堆積の状況と関連性を持つと考えられる。

『手火田城跡昭和59年度発掘調査概報』秋田市教育委員会 1976年

註 9:註 3a . b . Cに同じ。
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V 秋田城跡地域中核史跡等整備特別事業

秋田城跡の環境整備は、平成元年度より 『秋田城跡整備基本計画一秋田城跡 ・高清水の丘歴史の

杜博物館』構想に基づき、遺跡の歴史的価値を踏まえ、遺構の復元や植栽等により「秋田らしさ」

を表現しながら後世にその重要性を伝えることを基本方針としておこなってき た。

地域中核史跡等整備特別事業として採択された東門地区は、現在一般整備としておこな っている

鵜ノ木地区(古代秋田城の生活ゾーン)及び隣接地(古代秋田城ゾーン)となっており、完成後は、

まとま った古代環境を提供することができる。

( 1 )平成6年度の整備

平成 6年度は、東門復元のための部材購入 ・荒加工及び現場事務所 ・作業所の建設、築地塀の内

側から検出された多量の漆紙文書 ・木簡等が出土した築地構築のための土取り穴復元、園路等の整

備を行った。

東門復元のための購入部材の主なものは挽立寸法で、柱 (Lキ4.25M・巾キ0.42M.厚キ0.42

M) ・梁 (Lキ6.5M・巾キ0.33M・厚キ0.3M) ・桁 (Lキ4.3M、3.4M・巾キ0.36M、0.27M.

厚キ0.27M) ・扉板 (Lキ3.0M・巾キ0.38M・厚キ0.09M)等である。また、柱等については秋

営林署の協力により、地元の「天然秋田杉」を用いることができた。

造成関係では、土取り穴が築地遺構面から急激に落ち込んでいたことから、築地復元の際の遺構

保護及び安定をはかるため機械、人力により遺構面まで再発掘し上巾4.7M下り勾配 1割の範囲で

地盤改良 (セメント系)を実施した。これを行うにあたっては、薬液注入等数種の工法が考えられ

たが周辺に露出展示している平安期の井戸があることなどを考慮し、周辺に影響のないケミコライ

ザー工法を採用したものである。

路については、 (アスフアルト等 2次製品を用いず、 S-5、S-13等粒子の細かい採石を用い、

スクリーニングスの散布及び振動ローラの締め固め)とした。

縁石についても同様の理由から玉石ブロック(L = 600mm . h = 150mm . W = 180mm)を使用する

こととしたが、路面が削れてくると基底部のコンクリートが露出することがまれにあったため、従

来よりも 4cm程度埋め込むこととした。
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60，955 

1，886 

725m3 210 

1，760m3 3，832 

152m2 435 

1 式 3，549 

1，829 

51 

72 

2，348 

75，167 

の概要は次のとおりである。

施地鼠

施面積 3，050m2 

種 |細

木

敷地 |切

11多

畑 ・鵜ノ木地|メ

総事業費 119，000千円

備

柱、梁、桁材他

考

イ寸け、荒加工他

広場整地

法面張芝 (野芝)

.11 1プロ ック205m.600型溜桝 (1段 ・2段)他

ドウダンツツジ ・サツキ (大盃)

野芝

中核地区全景
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天然秋田杉製材

東門現寸図検討

土取穴地盤改良人力掘削

土取穴地盤改良完成
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U 秋田城跡環境整備事業

(1)平成 6年度の整備

平成 6年度は、地域中核史跡等整備特別事業(地域中核事業)の隣接地、外郭線の外側の大路以

外の部分についての整備を行った。

この地域は、復元大路の隣接地であることもあり、電柱を撤去することとしており、地域中核事

業地域と合わせた公園灯は 3基考えているが、本年度は 2基の設置及び 1基分の配線を行った。

灯具の形状は既整備済みの鵜ノ木地区同様、箱型、周囲を強化ガラスで、覆っ ているもので、光の

散乱を防ぐため反射板を使用している。光源はマルチハロゲンランプ400wを使用した。

造成に関しては、今年度の発掘により現在復元している沼への落込みラインが確認されたため、

これを生かした地形復元を行った。

復元大路の北側については、復元する年代の遺構が確認されなかったこともあり、東門復元事業

計画においても原風景の復元をうたっていることから、現地盤へのス リツケとすることにした。こ

れは、その北側に広がっている空素沼の眺望、将来的な空素沼への園路のことも考えてのことであ

る。

隣接の地域中核事業とは、最低でも 2m程度の比高差があるため連絡は階段ということになるが、

階段使用材は舗装材が 1次材ということから同様の 1次材である木材を用いることとし、杉のAA

C注入済み、丸棒加工材とした。また、説明板を設置することとしたが、これは現在復元されてい

る沼に関しての説明板で、台座は男鹿石ミガキ仕上げとし、説明板はアルフォト板としている。

説明文については、見学者の混乱をさけるため前に設置しであるものと同様とし発掘された人面

器、完成予想図のみを変えたものにとどめた。
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の概要は次のとおりである。

施地|メ

実施面積 2，670m2 

鵜ノ木 ・高野地区

総事業費 20，000千円

工 種 細 目 数 量 金額(千円) 備 考

敷地 切 土 270出? 78 

造成工 盛 土 1，110出? 2，844 広場整地

園路 法 覆工 417m2 870 法面張芝(野芝)人工芝(ワラ芝)他

広場工 排水 工 1 式 1，414 玉石ブロック98m. U型側溝他

階段 工 3ケ処 1，447 木製 (AAC加工)

修 景 植 栽 工 1 式 673 黒松 ・ドウダンツツジ ・サツキ(大盃)

施設 工
可之トド

工 2，340m2 3，002 野芝

休養施設工 ベンチ工 6 基 364 木製背なしベンチ(1.8 X 0 . 45 m) 

管理施設工 サイン工 1 基 708 遺構説明板(台座、男鹿石、アルフォト板)

公園灯 H=5m 

新設工事 1 式 2，894 電源引き込み 照明灯 2基設置

直接工事費 14，294 

東門地区環境整備全景
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張芝、階段A・B設置状況

玉石ブロック設置状況

階段B、踏木、袖木設置状況



四秋田城出土の和同開弥の材料学的調査

秋田大学鉱山学部物質工学科

泰松 斉

平成 6年 5月9日秋田城跡で発見された銀製と思われる和同開弥を材料学的に調べた結果を報告

する。

1.依頼試料の外見

試料の表および裏の大部分の表面は黒褐色をしており、表の文字の周辺および裏の一部分は黄褐

色をしていた。試料は完全な洗浄を施していないため、泥汚れが付着したままであった。

2.分析方法

依頼試料が考古学的に重要なものであり、現状を変えないことが要求されるので、非破壊で微小

部の分析ができる X線マイクロアナライザ一法で、分析を行った。用いた装置は日本電子]XA733型

X車泉マイクロアナライザーである。

分析に当たっては試料の損傷を極力少なくするために、試料は試料ステージに固定剤を使わずに

そのまま置いた。ただし、試料表面は腐食生成物で覆われているため、純粋に金属組成を分析する

ことは困難であると恩われたので、裏面の一部に、秋田市教育委員会 主席主査 日野 久氏立会い

のもとに、 O.3mm角程度のごくわずかな傷を図 1に示す位置につけた。

3.分析結果

試料表面にかなり広い面積で電子線を走査すると、 Ag(銀)、Br(臭素)、 C1(塩素)、Cu(銅)、

Fe (鉄)、 Si (ケイ素)、およびPb(鉛)が検出された (EPMAのX線分光ではPbとS(イオウ)の

区別は難しいが、当時の銀は灰吹き法で作られていたため、 Pbの混入は避けられなかった。この

ため、この分析ではそのエネルギーのピークをPbと判断した。)。 検出されたれとSiに関しては、

傷内ではFeは検出されないこと、傷内で、はBr、C1、Siは激減することから、 FeおよびSiは表面の土

汚れのからのものであると考えられる。 したがって、試料の表面の黒褐色の物質は塩化銀(AgC1)

と臭化銀(AgBr)であると思われ、その比率はAgBr/AgC1のモル比でおよそ1/5であった。

試料につけた傷の部分を走査して分析すると、傷が浅く、まだ若干の表面の生成物が存在してい

るため、 Ag、Cu、Pb(またはS)以外に、傷の外よりはずっと少ないが、 C1およびSiがわずかに検

出された。C1およびSiは除いてZAFi法により計算した分析値は、

-57-



Ag: 97. 7wt%、Cu: 1.4wt%、Pb: O. 9wt% 

であった。

試料の表に多くみられる黄褐色の部分を観察すると金属を鋳造したときに特徴的に現れる、樹枝

状晶 (デンドライト)が観察された。したがって、この部分は表面の塩化物や臭化物が剥離し、銀

地肌が現れた部分である。この部分を図 2に示す。デンドライトの部分を詳しく調べると、 Pbは

デンドライトそのものよりもそれらの間隙に多く含まれていた。これはAgが凝固するときにPbが

排出されて濃-縮したものと思われる。

裏 傷を付けた部分

図 1 分析位

図2 デンドライト組織
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w 秋田城出土の鉄製鉄および、関連出土物の材料学的調査

秋田大学鉱山学部物質工学科

泰松 斉

秋田城跡で赤錆による腐食を受けていない原形のままの倣および鍛の製造に伴って発生したと思

われる板状と棒状の酸化鉄らしき小片が発掘された。これらの鉄製鍛および関連出土物を材料学的

に調査したので報告する。

1.依頼試料の外見

( 1 )鎌

鉄製の鍛の表面は黒色をしており、赤錆はほとんど発生していなかった。完全な外見の鍛は貴重

であり、破壊を伴う調査を行うことができないので、かなり腐食の進行した鍛片についてその断面

の観察を行った。試料を切断して内部を肉眼観察すると、鍛片は内部まで完全に腐食が進行してお

り、黒色の綴密な層のみが残り 、表面と内部は水酸化物と思われる鉄のもろい赤錆になっていた。

( 2 )板状および棒状出土物

酸化鉄が主成分と思われる、直径 5mmぐらいの棒状のもの、厚さ 1mmぐらいの板状のものにつ

いて調べた。いずれも表面は赤褐色をしており鉄の薄い赤錆の層に覆われていた。これらの内部は

黒色をしており、板状のものは綴密であるが、棒状の物は多孔質であった。棒状のもの、板状のも

のともに磁石に吸い付いたが、板の法が強く、棒は弱かったo このことは、棒状のもの、板状のも

のともに金属鉄またはマグネタイト(磁鉄鉱)を含んでおり、その量が板の方が多いことを意味し

ている。

2.粉末X線回折による分析

棒および板状出土物をメノウの乳鉢で粉砕し、粉末X線回折法 (CoKα 線)で分析した。図 l

に棒状の、図 2に板状の出土物の回折パターンを示す。どちらもほとんど同じ回折パターンで、 主

成分がマグネタイト (Fe304、磁鉄鉱)で、ついでヘマタイト (Fe203、赤鉄鉱)を多く含み、少旦

のウスタイト (FeO) を含んでいた。マグネタイトとヘマタイトの量比は同じぐらいであったが、

ウスタイトは板の方にやや多かった。ウスタイトは560
0

C以上の温度で存在し、 室温では生成でき

ない。このことは酸化鉄の棒お よび板状のものは最初高温で生成したものであることを示しており、

中の鉄の酸化によ ってのみできたものではないことは明らかである。
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3. EPMAによる組織観察および分析

図3(a) ~ (c)に棒状のものの断面のミクロ組織 (反射電子像)を示す。(b)の中央付近に少し色

の黒い組織がみられるが、それ以外は綴密な均一組織で、EDSで分析した結果、鉄のみが認められた。

しかし、 黒い組織の部分にはシリコンとカリウムが多く含まれていた。この部分を拡大したのが(c) 

である。(a)に示 したような断面組織になっていることも融体から凝固したことをうかがわせるが、

(c)のような形状の組織はこの試料がいったん溶融状態にな ったことがあることを明瞭に示 してい

る。

マグネタイトは1580
0

C以上でなければ溶融しない。このような温度 (鋼が十分溶解する温度で、

本では明治になるまで溶けた鋼をつくることはできなかった)を達成することは当時としては不

可能である。また、 当時の最高の温度は赤熱している木炭で得ていたが、 赤熱した木炭中の酸素分

圧は非常に低く、マグネタイトよりウスタイトの方が安定であろう 。 したがって、 溶融時にはおよ

そ1400
0

C以上で溶解するウスタイトであった可能性が高い。すなわち、赤熱した木炭表面で鉄の酸

化物が溶融し、シリコンとカリウムを多く含む木炭の灰分を溶解し、 高温部から溶け落ちながら凝

固する際に棒状になり、土中で酸化され、最終的にマグネタイトとヘマタイトになったと考えるの

が妥当であろう 。

吋 14(a)、(b)に板状のものの断面組織 (反射電子像)を示す。この試料の中央部には白く見え

る組織があり、その中に黒 く見える角張った組織がみられる。このように組織が角張っているのは

この組織が固体状態で生成したことを意味する。白い部分も黒い部分も鉄酸化物である。x線分析

からこの試料にウスタイトが多いことを考慮すると、恐らく 白い部分がウスタイトで黒い部分がマ

グネタイトであろう 。ウスタイトが存在することから考えて、この板状のものは560
0

C以上の温度で、

鍛造時に金属の表面から剥離した酸化膜であると思われる。

鍛片の断面観察を同様に行っ たが、 最初に述べたように内部は完全に腐食してお り周囲のみが

残っていた。周囲の組織は綴密で、鉄酸化物以外は認められなかったので、鍛の金属部の分析を行っ

ていないが、元の金属はほぼ純粋の鉄であったものと思われる。この周囲に残っている酸化物も磁

によく吸い付くことから、マグネタイトである。この試料は完全に内部まで腐食しているが、秋

城で発見された鍛にはほとんど腐食さ れていないものもある。しかし、腐食していないものの表

面も恐らくマグネタイトであろう 。高温で生成するマグネタイトは非常に綴密で安定であるため、

鉄の錆の進行を抑える作用があるので、高温で表面にマグネタイトが生成した状態のままであれば、

非常に腐食しにくいものと思われる。これらのことから考えあわせると、出土した鍛片は高温で鍛

造し、形を整えたのみで、この工房では研ぎ出 しは行っていなかったと推察される。もし研ぎ出し

を行っていれば、鍛は完全に腐食し、全 く原形をとどめていなかったであろう 。
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4.結論

依頼された物品はいずれも鉄の高温鍛造に付随したものである。

鍛は高温鍛造したままで、綴密なマグネタイトが表面に生成していたので内部が保護され腐食が

進行しなかったのであろう 。このことは、鉄は鍛造による成型工程までで、研ぎ出しは行われてい

なかったことを意味する。

棒状のものは1400
0

C付近またはそれ以上の温度で溶融した鉄酸化物で、木炭と接していたことが

明らかである。この ような高温を得るにはふいごが必要であったと推察される。

板状のものは、鉄の高温酸化膜が剥離したものである。剥離片は鍛より大きかったので、鍛をつ

くるための元になった鉄は鍛より大きかったものと推察される。すなわち、発見場所付近で鉄を鍛

造して鍛の製造を行っていたと考えるべきである。 しかし、かなり成型された棒状の鉄から鍛の形

を整えるだけであるならば、来Ij離片はず、っと小さなものであるだろうし、鉄の片や板を継ぎ合わせ

て鍛造する必要がなければウスタイトが溶融するような高温にする必要がない。

以上のことから、発見場所付近の工房では、ふいごで空気を吹き込みながら高温にした木炭中で

鉄材料を鍛接し、さらに鍛造して形状を整え、最終的に鍛の形状に加工 していたものと思われる。
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(Co-Kα) 

• Fe30. 
0α-Fe203 

ロFeO

制
梱
m

.。

20 30 40 50 60 70 80 

回折角 2θ/deg. 
図2 板状出土物の粉末X線回折パターン

(Co・Kα)

'
E4
 

F
h
u
 



10μm 

図3 棒状出土物の断面系服務。(め:全体(二次電子線像)、(b): (のの拡大(反射

電子像)、 (c): (b)の中央部の拡大(反射電子像)
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図4 板状出土物の断面。(砂:全体(反射電子像)、

(b) :中央部の拡大(反射電子像)
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区 S B 1351便所遺構について

1 )秋田城跡のトイレ遺構

奈良国立文化財研究所

埋蔵文化財センター

松井

1.土壌調査の発端

筆者は秋田城跡発掘調査事務所より検出された建物遺構について相談を受けて、 1994年11月14日

から16日まで現地を訪問して遺構の検討を行った。その時に土壌採取、現地での土壌フローテーショ

ンを行って建物の性格を検討した。当初、この 4X 4聞の総柱建物は、厨房説と便所説とが考えら

れていたが、その構造上、便所に違いないと直感した。その直感を証明するために、曲物を埋設し

た部分から流れ出す溝、木樋からの排水が沼地に流出する部分の堆積土壌のサンプリングを行った。

現地で層位を観察したところ、曲物を埋設した円形土坑は、周囲の黄褐色土が明暗ブロ ック状に

堆積しており、人為的に埋め戻された可能性が強く感じられた。沼地への流出部に堆積した黄色土、

…褐色土を注意深く移植ごてで掘り進めると、ウ リの種子、昆虫遺体が肉眼で確認できたので、こ

の時点でこの遺構が便所建物であることを確信するにいたった。その地点は、円形の曲物が埋設 し

てあったと思われる土坑内と、円形土坑から流れ出した内容物が木樋を通って沼地に流出する部分

で認められた黒色土、黄色土などを対象に、それぞれ約 3リットルをポリ袋につめて資料とした。

なお、木樋内は空洞で土壌サンプルを行えなかった。翌日 、現地の水道を使って フローテーション

を行ったところ、さらに多くの種実、見虫を採集することができ、この遺構が便所建物であったこ

とは確実になった。

2.土壌分析

後日 、奈良国立文化財研究所に送付されてきた土壌を、フローテーション装置を使って微細遺物

の選別を行い、水洗選別した種実を金原正明 ・正子両氏に送付し、昆虫遺体を宮武頼夫氏に手渡し

た。また金原氏には別に花粉分析と寄生虫卵分析のための土壌サンプルを送付'したo また、コ プロ

スタノールなど脂質分析用に採取した土壌に関 しては、アルミホイルに包んだサンプルを帯広畜産

大学中野益男氏に資料を添えて転送した。

ふ原氏に送付した土壌サンプルの寄生虫卵、花粉の分析結果も現地での観察と一致した。人為的

に埋め戻 したように思えた円形落ち込みと曲物埋設内の充填土からは、ほとんど種子、 花粉、 寄

虫卵が見られないことがわかった。 したがって、この遺構の土壌は、分析に適さず、さ らに円形落

ち込みの底部、つまり曲物埋設部の底部から木樋をったった部分は空洞であった。そこで、本来の

水洗便所と思われる排池物の堆積の可能性のあるのは、木樋を使って沼地へ流出した部分と思われ
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たが、土壌の分析結果からもその地点に本来の便所堆積土が残されていたことが証明できた。さら

に中野益男氏のもとに送付した資料についても、円形掘り込み部からはコプロスタノールが検出さ

れず、この部分の土壌が廃絶後の人為的埋土であった可能性を補強する (中野別稿参照)。

3.遺構の機能的考察

曲物埋設部の底から木樋への傾斜角度は 9度である。これは、排池物が建物上から落下して自然

に木樋を通じて流出するには傾斜が緩すぎると言えるだろう 。この遺構が水洗式便所として機能す

るためには、遺構として残らない地上の水遺り施設を必要としたはずである。それは建物の立地す

る西方の丘陵部の井戸から、木樋を使って水を導き、水洗槽に水をj留める施設であったろう 。この

施設を使用した人は、用便後、桝、ひしゃく などでj留められた水を汲んで曲物内に流して、たま っ

た排池物を洗い流す構造であったと考えられる。

4.他の古代便所遺構との比較

水洗式便所の発想そのものは、 3世紀末に比定される奈良県桜井市の纏向遺跡の導水遺構(註 1)、

、ο城京左京 2条2坊の木樋式樋殿遺構 (註 2)などに見られ、 日新 しいものではないが、このよう

な大規模な設備を備えた遺構は初めてのものである。特に総柱で床を張り、さらに扉まで存在した

個室式便所であったことは、この壮大な便所建物を古代としては例を見ないものとする。

畿内の古代便所遺構では藤原京に見られる小規模な長円型の土坑を使った汲み取り式(註 3)、

藤原京、平城京に見られる邸宅内に木樋暗渠を使って道路側溝の水を引き込み還流させる水洗式、

藤原宮、平城宮で想定される大溝をまたぐ長大な川屋状建物遺構 (註 4)などが可能性として挙げ

られてきたが、このような壮大な建物に設けられた便所施設は古代建築に例がない。大規模な古代

便所遺構としては、これまで福岡市太宰府鴻臆館の掘り込み式の汲み取り式便所(註 5)が挙げら

れるが、この例は上屋構造もはっきりせず、構造も単純な汲み取り式である。本例は水洗式として

の特異さ と、建物の大規模な点で鴻臆館を凌ぎ、 古代日本に例のない規模と設備であったといえる。

寄生虫卵の分析からは、この便所を利用した人々は、相1I之御所 (註 6)で見たように東日本の人々

に特有に見られる日本海裂頭条虫にほとんど感染しておらず、アユを中間宿主とする横川吸虫、コ

イ、フナを中間宿主とする肝吸虫に感染 していたことが明らかにされた。この特徴は、藤原京、平

城京と共通していて興味深い。この施設は、秋田城および、 東北地方に長期間にわたって居住 した

人々のものでなく、サケ ・マスの分布圏以外に居住した人々のためのものであった可能性が高いと

いえよう 。そのような便の落とし主とな った人々の故地は、大和をはじめとする畿内にもとめるの

が現在のところ無難であるが、秋田城の機能を大陸との接点と考えると、大陸にもとめることも不

可能ではない。今後、海外をも含めた各地域の遺跡での「考古寄生虫学」の研究の進展を持ちたい。

ム後こうした大規模で他に例を見ない便所遺構がなぜ、この秋田城に設けられたのか、秋田城の

性格、 立地、使用した人々の階層などの問題を、東北古代史のみでなく日本古代史の問題として捉

えていかねばならないだろう 。
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註l.金原正明 ・正子両氏の土壌の再検討の結果、従来、祭杷遺構と考えられてきたこの種の導水

遺構が水洗便所の可能性が高くなった。

註 2.松井 章1995r平城京の樋殿遺構J Ii平城京』奈良国立文化財研究所 印刷 r"o

註 3. 黒崎直編1992Ii藤原京の便所遺構』奈良国立文化財研究所。

註 4. 宮本長二朗1986Ii平城京一古代の都市計画と建築』草思社。pp.78-79o

註 5.佐原真1991r古代の食 9-古代 ・中世のトイレJ VESTANO.9， pp.11-20o 

註 6.金原正明 ・正子1995r柳之御所の便所遺構の花粉 ・寄生虫卵分析J Ii柳之御所発掘調査』岩

手県埋蔵文化財センター(印刷中)。

2 )秋田城跡における自然科学的分析

天理大学附属天理参考館 金原正明

環境研究所金原正子、中村亮仁

1.はじめに

秋田城跡の調査において、便所跡、と推定される遺構が検出され、分析から検討を行う必要性が生

じ、秋田市教育委員会および秋田城跡調査事務所の日野久氏、 奈良国立文化財研究所の松井章氏の

要請により、堆積物の検討を行った。糞便の堆積物では寄生虫卵密度 ・花粉組成 ・種実組成に特異

性がみられるため、ここではこの 3種の同定と分析を行った。分析にあたっては寄生虫卵分析と花

粉分析は主に金原正子、種実同定は中村亮仁が行い、 金原正明が補佐した。本報告の作成は、各写

を金原正子 ・中村が行い、他と考察は金原正明が執筆しまとめた。なお、 当初の 目的であった便

所遺構の検討以外に、植生に関するデータが得られたので、加えて考察する。

2.試料と方法

試料は、円形落ち込みの上部 (20cm前後) ・中部 (50cm前後) ・下部 (60-80cm前後)、 SXO

2下部曲物状内上層 ・中層 ・下層、 SX02沼状落ち込み内上層灰黄褐色土 ・上層黒褐色土 ・上層

暗褐色土 ・中層灰黄褐色土 ・下層灰黄褐色土の計11点であった。いずれも採取されたままの状態で

あった。分析は寄生虫卵の有無を調べ、その中から密度の高い試料について、 寄生虫卵の各分類群

の計数、花粉分析、種実同定を行った。

寄生虫卵分析と花粉分析は次の処理を施して行った。

1 .試料をそれぞれ 1cnfず、つ採量する。

ii. DWを加え撹枠する。

111.飾別により大きな粒子を除去する。

lV. 試料を 2分する。
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V. 片方の試料をグリセリンゼリーで封入する。

Vl.もう片方にフッ化水素酸処理を施し、 2分する。

Vll. 一方をグリセリンゼリーで封入する。

刊 1. 残りにアセトリシス処理を施し、染色後グリセリンゼリーで封入し花粉分析用の標本を作製

する。

lX. 検鏡・計数し、計数比から出現密度を算出する。

種実同定は試料100ccを0.25mm飾で、水洗し、その残誼を実体顕微鏡で観察して行った。

3.寄生虫卵分析

寄生虫卵の有無を調べた結果を表 1に示す。寄生虫卵分析の計数にたえうる寄生虫卵密度を示し

たのは、 SX02沼状落ち込み上層黒褐色土・中層灰黄褐色土の 2試料であった。SX02沼状落

ち込み上層黒褐色土・上層暗褐色土・中層灰黄褐色土の 3点について寄生虫卵の計数を行い、結果

を表 2、図 lに示した。

試料 寄生虫卵

円形落ち込み 上部20cm前後

中部50cm前後

下部60-80cm前後

SX02 下部曲物状内土上層

中層

層

SX02 沼状落ち込み内 上層灰黄褐色土

上層黒褐色土

上層暗褐色土

中層灰黄褐色

下層灰黄褐色土

(-) 

(-) 

(-) 

(一)

(一)

(-) 

(-) 

(++) 

(+ ) 

(++ +) 

(+ ) 

表 1 試料と寄生虫卵の有無

寄生虫卵は、中層灰黄褐色土で最も多く、試料 1cnIあたり 2000個をこえる。上層黒褐色土で約400

個、上層暗褐色土で190個であった。分類群としては、回虫、鞭虫、肝吸虫、横川吸虫、有・無鈎

条虫、日本海裂頭条虫が検出された。各試料内において、回虫、鞭虫、肝吸虫の 3種が多い傾向に

ある。
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4.花粉分析

花粉分析は、 SX02沼状落ち込み上層黒褐色土 ・上層暗褐色土 ・中層灰黄褐色土の 3試料につ

いて行い、結果は表 3、図 2に示した。

3試料とも樹木花粉の占める割合が高い。樹木花粉では、クリが最も優占し、コナラ属コナラ亜

属・ブナ属 ・スギ・ハンノキ属もやや高率を示す。草本花粉ではヨモギ属とイネ科が優占し、カヤ

ツリグサ科などが伴われる。中層灰黄褐色土ではガマ属ーミクリ属の出現率が高い。アブラナ科や

ミズアオイ属も他より多い。試料 1cnfあたりの出現数では、上層黒褐色土・上層暗褐色土は5000個

以上を示すが、中層灰黄褐色土では1000個未満と少ない。

5.種実同定

種実同定は SX02沼状落ち込み上層黒褐色土 ・中層灰黄褐色土 ・下層灰黄褐色土の 3点につい

て行った (表 4)。

100cc中の数量では中層灰黄褐色土が約250個とやや多く、上層黒褐色土 ・下層灰黄褐色土では50

個前後未満と少ない。上層灰黄褐色土で、はニワトコやカヤツリグサ科などが多い。中層灰黄褐色土

では、食用となるものが比較的多く含まれ、ヒメコウゾ・アケビ・キイチゴ属 ・マタタピ・力"マズ

ミ属の樹木の種実、イネ ・エゴマ ・シソ属・ナス ・ウリ 類の農作物を含む草本の種実が検出された。

他にヒユ属とナス科もやや多い。下層灰黄褐色土でも出現数は少ないが、食用種実がやや多い。

6. トイレ遺構の可能性と食生活

灰黄褐色土では、試料 1cnfあたり 2000個をこえる寄生虫卵の出現密度を示すため、試料とな っ

た堆積物の糞便の占める割合が高いとみなされる。同試料は種実同定でヒメコウゾ ・アケビ ・キイ

チゴ属 ・マタタピ ・ガマズミ属の食べられる樹木種実、イネ ・エコ、.マ ・シソ属 ・ナス ・ウリ類の農

作物を含む食用となる草本種実が多く含まれる。これらのことからみて、中層灰黄褐色土には多く

の糞便の堆積が含まれていると判断される。花粉分析では上層黒褐色土 ・上層暗褐色土と大きく変

化がないが、周閣の植生からの花粉提供が極めて大きかったと推定される。上層黒褐色土・上層暗

褐色土については、ある程度の寄生虫卵の出現密度を示すため、 一過性にトイレがあふれた等の汚

染範闘を越えるような相当量の糞便が流れ込んでいたと推定される。

以上、特に中層灰黄褐色土には糞便が多く含まれているとみなされるが、円形落ち込みと下部曲

物状内土からは寄生虫卵は検出されなかった。円形落ち込みと下部曲物状内の堆積物が遺構の機能

が失われた埋没時の堆積物と理解するな らば、 SX02全体を便所遺構と考える ことも可能である。

以下、中層灰黄褐色土の分析結果からわかる範囲の食生活を推定する。回虫卵 ・鞭虫卵・肝吸虫

卵が多いが、回虫・鞭虫は虫卵に汚染された野菜や野草の摂食が主要感染経路であり、肝吸虫はコ

イ科を主に淡水魚を中間宿主として感染する。このことから、 当遺跡の人々は野菜およびコイ科を

、とする淡水魚を生食または不完全調理で食べていたと推定される。また、回虫と鞭虫は付近の衛

状況が悪 く飲料水等からも感染する。食用となる樹木の種実ではヒメコウゾ ・アケビ ・キイチゴ
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属 ・マタタビ ・ガマズミ属があり、採集され食べられていたと推定される。草本ではイネ (穎)

エゴマ・シソ属 ・ナス ・ウリ類の農作物を含む種実多く、 当然これらは多く食べられていたとみな

される。検出数はやや少ないがイネ (穎)は、コメが主食として食べられていた可能性を示唆する。

他にヒユ属とナス科は食用または薬用として用いられた可能性がある。花粉分析で多いクリは周辺

に多く生育しており、これも食べられていたと思われる。なお、ウリ類は長さが8.1mm程度のもの

があり、藤下 (1982など)が大粒に属する種子(モモルデイカ型)とする個体も検出されている。

寄生虫卵組成は藤原京跡、の便所遺構と類似し、東北日本で多いとみなされるサケ ・マスの摂食を

不峻する日本海裂頭条虫卵がほとんど検出されない。このことは食生活が地域に依存したものすな

わち風土的な食生活ではなく、畿内的な食生活をしていた可能性もあるかと思われる。

7.植生について

花粉分析結果は、周辺の植生を強く反映している。秋田城跡の周辺地域は、クリ ・コナラ属コナ

ラ亜属 ・ブナ属の落葉広葉樹林が分布し、冷j京な気候であったと推定される。これらの落葉広葉樹

林に加え、スギ林も分布しており、多湿な気候下であったとみなされる。ハンノキ属は湿地林を形

成するため、沼地の周辺に生育 していたと考えられる。沼地にはイネ科 ・ガマ属ーミクリ属 ・カヤ

ツリグサ科の水湿地植物が生育 していたと推定される。

8.まとめ

1 )秋田城跡の SX02における自然科学的分析をまとめた。

2) S X 0 2沼状落ち込み中層灰黄褐色土から、 1cnI'あたり 2000個こえる寄生虫卵が検出され、

食用となる植物の種実がやや多く検出された。

3) S X 0 2沼状落ち込み中層灰黄褐色土は、寄生虫卵分析、種実同定結果からみて、糞便の堆

積を多く 含有すると判断され、 SX02が便所遺構である蓋然性が認められる。

4)寄生虫卵分析から、当遺跡の人々は、野菜およびコイ科を主とする淡水魚を生食または不完

ふ調理で食べていたと推定される。

5 )ヒメコウゾ ・アケビ ・キイチゴ属 ・マタタピ ・ガマズミ属の樹木種実、イネ ・エゴマ ・シソ

属 ・ナス ・ウリ 類の農作物を含む草本種実が検出され、クリも加えてこれらが食べられていた。

ヒユ属とナス科は食用または薬用として用いられた可能性がある。

6 )花粉分析から植生を復元すると、遺跡周辺には、クリ ・コナラ属コナラ亜属 ・ブナ属の落葉

広葉樹林およびスギ林が分布し、やや多湿で冷涼な気候下であったと推定される。沼地にはハ

ンノキ属の湿地林が形成され、イネ科 ・ガマ属ーミクリ属 ・カヤツリグサ科の水湿地植物が繁

茂していた。
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分類群 1I10cc中 SX02沼状落込み

品名 和名 部位 上層黒褐色土 上層暗褐色土中層灰黄褐色土

Helminth eggs 寄生虫卵

A scaris lumbγicoides 回虫 卵殻 14 4 112 

Trichuris trichiura 鞭虫 卵殻 20 12 45 

Clo~ωγchis si:御 Hsis 肝吸虫 卵殻 3 3 48 

Metag側飢usyokog側~ai 横川吸虫 卵殻 6 

Taeniα 有 ・無鈎条虫 卵殻 4 2 

Dithylloth行umniho悦 αiense 日本海裂頭条虫 卵殻 1 

Total 言十 42 19 213 

( 1 cc中に算定) 420 190 2130 

表 2 秋田城跡における寄生虫卵分析結果
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分類群

学名 和名
Arboreal pollen 木本花粉

Pinus subgeη. Ditloxyl011 マツ属複維管束亜属

Pinus subgen. HゅωXyl011 マツ属単維管束亜属

Ciyttomeria Jαtonicα スギト

Taxaceae.Cephalotaxaxeae.Cupressaceae イシイ科一イヌガヤ科ーヒノキ科

Jugl仰 S クルミ属

Pterocαryαrh仇jolia サワグルミ

Alnus ハンノキ属

Belulα カバノキ属

Coηlus ノ、シノ〈ミ居

Cαψ仰 us-Ostryα1αtOl1icα クマシデ属一アサダ

Cαstal1eαcre1ωta クリ

Fagus ブナ属

Q~tel'CUs subg肌 Lゆdobala附 S コナラ属コナラ亜属

lmus-Zel初vasenatα ニレ属ーケヤキ

Celtis-Athωωntheαsμm エノキ属ームクノキ

Zαnthoxylwl'n サンショウ属

llex モチノキ属

Aesculus tU1'binatα トチノキ

Rhus ウルシ属

Ace1' カエデ属

Oleaceae モクセイ科

Sαmbucus-Viburnum ニワトコ属ーガマズミ属 8 10 3 
rboreal'Nonarboreal pollen木本・ 草花花粉

Moraceae-U rticaceae クワキヰーイラクサ手ヰ 10 
Rosaceae パラ科 l 

Araliaceae ウコギ科 1 1 
onarboreal pollen 草本花粉

Tythα-stαrg仰仰m ガマ属ーミクリ属

Gramineae イネ科

Cyperaceae カヤツリグサ科

Monoc h01'ia ミズアオイ属

POlyg011附 tsecιPel'sicar叩 タデ属サナエタデ属

Chenopodiaceae-Amaranthaceae アカザ科ーヒユ科

Caryophyllaceae ナデシコ手十

Thαlict1削 n カラマツソウ属

Cruciferae アブラナ科

lmtatiel1s ツリフネソウ属

mbelliferae セリ科

Solanaceae ナス科，

Plαntago オオバコ属

Rubiaceae アカネ科 1 
steroideae キク亜科 4 1 

Artemisω ヨモギ属 41 175 8 

Fern spore シダ植物胞

Monolate type spore 単条溝胞子

Trilate type spore 三条溝胞

rboreal pollen 樹木花粉

rboreal'Nonarboreal pollen 木本・ 草本花粉

onarboreal pollen 草本花粉

Total pollen 花粉総数

nknown pollen 未同定花粉

Fern spore シダ植物胞
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分類群 S X02沼状落込み

学名 和名 部位 上層黒褐色土 中層灰黄褐色土 下層灰黄褐色土

arbor 樹木

BroussonetiαkαzI1ωki Sieb. ヒメコウゾ 種子 I 
Akebia quinαtα Decαisne アケビ 種子 1 
Rubus キイチゴ属 核 8 5 
Zαnthoxylum ailanthoides Sieb. et Zucc. カラスザ、ンショウ 種子 I 
Actinidia抑lyga1naPlanch. ex Mαxim. マタタピ 種子 6 1 
ActinidiaαrgutαPl仰 ch.ex Miq. サルナシ 種子 6 2 
Actinid叩， マタタピ属 破片 2 
Sty1'lαxjαtoηicαSieb. et Zucc. エゴノ キ 核

Sαmbucus Siebold叩naBlu1ne ex graedn. ニワ トコ 種子 9 
Viburnum ガマズミ属 核 11 2 

herb 草本

Oryzαsαtiva L. イネ 穎(破片) 10 
Gramineae イネ科 穎 3 1 
Cyperaceae A.B カヤツ リグサ科A.B 果実 6 7 2 
Sci:γ似品S ホタルイ属 果実

hトーJ AnのlemakeisαkHαssk. イボクサ 種子 1 
MonochoriαvagI1叫 lisPreslναr. tlαntagineαSolms Lαub. コナギ 種子 l 
Monochor叩 KorsαkowiiRegel et Mααck ミズアオイ 種子 9 1 
Polyg肌 :umThunbergii Sieb. et Zucc ミソeソノt 果実 1 
Polygomm~ A B タデ属A.B 果実 1 9 2 
AmαTαnthus ヒユ属 種子 12 
Caryophyllaceae ナデシコ科 種子 1 
Cruciferae アブラナ科 種子 1 
Umbelliferae セリ手ヰ 果実 1 
PerillαjnLtescens B1'iUonνar.jαtonicαHαm エコマ 果実 7 

破片 7 
Perillα シソ属 果実 I 1 
SolanU1n melongena L. ナス 種子 I 7 3 
Solanaceae ナス科 種子 3 103 20 
Cucω'nis 1nelo L. ウリ 類 種子 28 6 

破片 12 6 
Total 合計 23 256 54 

表4 秋田城跡における種実同定結果(試料100cc中)
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秋田城遺跡の花粉・寄生虫卵

1 回虫卵

3 回虫卵

5 有・無鈎条虫卵 6 鞭虫卵
-74-

2 肝吸虫卵

4 横川吸虫卵

30μm 



秋田城遺跡の花粉・寄生虫卵 II 

1 スギ 3 クリの集塊

3 ハンノキ属 4 カバノキ属 5 コナラ属コナラ亜属

6 プナ属 7 ウルシ属 8 ウルシ属

-75一 30μm 



秋田城遺跡の花粉・寄生虫卵 III 

1 ガマ属一ミクリ属

4 ナデシコ科

7 アブラナ科

2 イネ科

5 ナデシコ科

8 アブラナ科

-76-

3 イネ属型

6 ナス科

9 アブラナ科
30μm 



秋田城跡出土種実 I

1 エゴノキ核一一 1mm 2 キイチ宮九2m 3 アケビ種L - lm 4 マタタビfmi:..O.2mm
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9a ガマズミ属 9b 同左 ーーー1mm 10a ガマズミ属
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10b 同左 ーーーlmm



秋田城跡出土種実 II

11 イネ穎 ーーー1mm12 イネ穎 ーーーーlmm 13 タデ属 A果実 ーー0.2mm

14 エゴマ果実 ーーーO.5mm

15 エゴマ果実 ーーーO.5mm 16 ナス種子 ーーー0.5mm

17 ウリ類種子 18 ウリ類種子 19 ウリ類種子
-78-

20 ウリ類種子 4 

・園田園ー lmm



3 )秋田城跡遺構内土壊試料に残存する脂肪の分析

叶広畜産大、、

中野益男

表 3、表 4に示す如く、 No.4 (中層)と No.5 (下層) に糞便性ステロールのコプロスタノー

ルが多い。特に、 No.4のコプロスタノールとコレステロール比は1.34と高 く、 糞便の混入割合が

高いことを示している。

o. 1及び、No.2にもコプロスタノールが分布するが、その分布割合は、 自然界に分布する 1-

2%コプロスタノールに近いことから、この層位には糞便は混入していないと推定される。

Table.l 秋田城跡遺構内土壌試料の全指質収量

o. 試料名 試料重量(g) 乾重量(g) 全脂質収量(mg) 抽出率(%)

1沼地褐灰色堆積土 200 126.1 204.1 0.1618 

2 沼地灰褐色堆積土 160 76.3 914.6 1.1987 

3 沼地落ち込み埋土 (上層)

暗褐色土 150 52.2 899.9 1.7238 

4 沼地落ち込み埋土(中層)

灰黄褐色 土砂混 160 69.1 724.7 1.0423 

5沼地落ち込み埋土(下層)

灰黄褐色土粘土 220 130.9 141.4 0.1080 

Table.2 秋田城跡遺構内土壌試料の指肪酸組成 (mol%) 

脂肪酸名 No. 1 No. 2 No. 3 No. 4 No. 5 

16 : 0 23.76 16.86 10.29 15.59 19.66 

16 : 1 9.60 1. 56 1.01 2.12 

18 : 0 10.78 6.43 4.31 7.21 8.07 

18 : 1 6.70 6.11 4.86 8.96 9.01 

18 : 2 1. 73 2.55 1.32 1. 91 6.18 

20 : 0 8.98 5.25 2.87 2.23 4.00 

20 : 1 0.36 0.35 

22 : 0 10.98 15.14 13.02 12.79 7.32 

22 : 2 9.31 10.20 

24 : 0 17.31 26.57 35.82 28.03 31.93 

26 : 0 10.43 19.53 15.93 10.96 13.82 
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Table.3 秋田城跡遺構内土壌試料のステロール組成比(%)

ステロール No. 1 No. 2 No. 3 No. 4 No. 5 

5 s -Cholestane-3-0ne 3.98 。 。 。 。
Coprostanol 2.22 2.27 4.06 8.38 7.64 

Cholesterol 17.72 47.55 29.10 6.27 13.99 

Ergosterol 。 。 。 。 。
Campesterol 7.08 4.53 6.96 3.86 5.98 

Stigmasterol 4.57 3.52 8.56 17.05 9.83 

s -Sitosterol 52.53 35.97 44.81 12.73 32.22 

Others 11.89 6.17 6.51 52.59 30.34 

Table.4 秋田城跡遺構内土壌試料のCopro/CholとChol/Sito比

o. Cholesterol (%) Coprostanol (%) Si tosterol ( %) Copro/Chol Chol/sito 

1 17.72 2.22 52.53 0.13 0.34 

2 47.55 2.27 35.97 0.05 1.32 

3 29.10 4.06 44.81 0.14 0.65 

4 6.27 8.38 12.73 1.34 0.50 

5 13.99 7.64 32.22 0.55 0.43 
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図版 1 第62次調査航空 (図版上が北)
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図版 2 第62次調査航空写真(図版上が北)
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図版 3 上 :第62次調査南側調査区遺構全景(西から)
:第62次調査北側調査区遺構全景(西から)
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図版4 上 :第62次調査北側調査区北東部遺構検出状況(南から)
ピ:SIl321竪穴住居跡 (西から)
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図版5 上:Sll322竪穴住居跡 (北から)
下 :Sll323竪穴住居跡 (北から)
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図版6 上 :日1325竪穴住居跡(北から)
: SIl326竪穴住居跡 (西から)
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図版 7 上 :SIl327竪穴住居跡 (南から)
: SIl328竪穴住居跡 (西から)
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図版 8
下 :
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図版 9 上 :SIl321カマド
中:SIl323カマド

: SIl323カマド支脚出土状況
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図版11 上:SA1332・1333柱列 (西から)
: SA1332柱列掘り方断面
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図版12 上 :SA1332柱列掘り方断面
中 :SA1333柱列掃り方断面
マ:SA1333柱列掘り方断面
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図版13 上:SA1334柱列 (西から)
下:SA1334柱列掘り方断面
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図版15 上 :SD1337溝跡 (東から)
: SD1337・1338i葬跡 (西から)
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図版16 上 :S01339・1340構跡 (西から)
01341・1342淋跡 (西から)

oo 
n吋
d



図版17 上 :SD1332講跡 ・SX1350ツキ固め遺構 (北から)
:南調査区南西側斜面堆積状況(南から)

-99-



図版18 上 :SK1349土墳鉄鍛出土状況
中 :和同開弥銀銭出土状況

:第10層鉄製品一括出土状況
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図版19 第63次調査航空 (図版上が西)
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図版21 上 :SB1351暗渠部木樋出土状況 (北から)
:沼地側掘り込み部(北から)
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図版29 1 ~ 15 第 8層
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図版37 1 ~ 10 第13層 1l ~14 第14層
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秋田城跡調査事務所要項

I 組織規定

秋田市教育委員会事務局組織規則 抜粋
昭和37年 5月8日教育規則第 3号

改正昭和52年11月21日第11号

第 l条

4. 第 3条第 4項に掲げる事務を分掌させるため、文化振興に所属する機関として、秋田城跡

調査事務所を置く 。

第3条

4. 秋田城跡調査事務所における事務分掌は、おおむね次のとおりにする。

一、史跡秋田城跡の発掘に関すること。

二、史跡秋田城跡の出土品の調査および研究に関すること。

H 発掘調査体制

1 )調査体制

秋田市教育委員会

教育長 石黒俊郎

文化課長 大原重美

調査機関

秋田城跡調査事務所

所長 小松正夫

主席主査 日野久

主査 松下秀博

主査 西谷隆

主事 伊藤武士
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